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２
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３
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光
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今
月
の
主
な
内
容

N
o. 1

5
4

1
月

号

平
成
30年

（
2018）

　
人
気
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
集
結
し
、
安
部
駅
・
や
ず
ミ
ニ

SL博
物
館・隼

Lab.を
会
場
に
音
楽
フ
ェ
ス「
Torihada」

を
開
催
。
R ラ
ッ
プ

A
Pに
の
せ
て
、
八
頭
町
Ｃ
Ｍ
を
作
成
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
来
場
し
た
多
く
の
若
者
が
、

八
頭
町
の
自
然
と
音
楽
を
満
喫
し
ま
し
た
。

�
（
関
連
記
事
27Ｐ

）

想
い
を
よ
せ
て
　
R
A
P
に
の
せ
て

「
T
orihada」

音
楽
フ
ェ
ス



業
用
施
設
、
町
道
、
林
道
等
に
被
害
が
発

生
し
、
現
在
、
そ
の
復
旧
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
国
内
は
も
と
よ
り
、

世
界
各
地
で
大
き
な
地
震
や
豪
雨
に
よ
る

災
害
が
発
生
し
、
地
球
規
模
で
の
異
常
気

象
が
顕
著
に
な
っ
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
性
を
痛

感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
町
と
し
て

自
主
防
災
組
織
の
協
力
の
下
に
防
災
体
制

の
充
実
を
図
り
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
国
内
で
は
、
10
月
の
衆
院
選
の

結
果
を
受
け
て
、
11
月
１
日
に
第
4
次
安

倍
内
閣
が
発
足
し
、
政
策
の
柱
で
あ
る
「
人

づ
く
り
革
命
」
実
現
に
向
け
た
2
兆
円
規

模
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
昨
年
末
に
公
表

さ
れ
ま
し
た
。
幼
児
教
育
の
無
償
化
、
保

育
士
・
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
よ
る
人

　

新
年
明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
方
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
町
政
全
般
に
対
し
ま
し

て
格
別
な
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
33
年
ぶ
り
の
記
録
的
な
豪
雪
と

な
り
、
合
併
後
初
め
て
、
雪
に
よ
り
小
中
学

校
が
休
校
す
る
な
ど
住
民
生
活
に
大
き
な
影

響
が
出
ま
し
た
。
１
メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
積

雪
の
た
め
除
雪
が
追
い
つ
か
ず
、
町
民
の
皆

様
方
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
今
年
は
、
除
雪
出
動
基
準
の
見
直
し
、

新
た
な
除
雪
車
の
配
備
な
ど
、
除
雪
体
制
に

万
全
を
期
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

秋
に
は
、
大
型
台
風
の
影
響
を
受
け
、
農

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

「
元
気
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

八頭町長　𠮷田 英人
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材
確
保
な
ど
、
日
本
が
直
面
す
る
少
子
高
齢

化
時
代
に
お
け
る
社
会
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
社
会
情
勢
の
中
、
八
頭
町
の
１

年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
船
岡
地
域
、

八
東
地
域
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
と
伝

統
の
あ
る
小
学
校
の
幕
を
下
ろ
し
て
い
た

だ
き
、
新
た
な
「
船
岡
小
学
校
」、「
八
東
小

学
校
」
を
４
月
に
開
校
し
ま
し
た
。
ま
た
、

船
岡
地
域
の
保
育
所
を
統
合
し
た
「
船
岡
保

育
所
」
も
開
所
し
、
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
歩
み

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
八
東
地
域
の
保
育
所
の
建
設
に

着
手
す
る
計
画
と
し
て
お
り
、
こ
の
八
東
地

域
の
保
育
所
が
完
成
し
ま
す
と
、
平
成
24
年

に
決
定
さ
れ
た
保
育
所
・
小
中
学
校
の
適
正

配
置
が
、
計
画
ど
お
り
全
て
終
了
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
今
後
は
、「
ま
ち
づ
く
り
は

人
づ
く
り
」
の
基
本
理
念
の
も
と
、
ソ
フ
ト

面
に
お
け
る
教
育
、
子
育
て
環
境
の
い
っ
そ

う
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
に
策
定
し
た
「
八
頭
町

総
合
戦
略
」
は
、
本
格
的
な
事
業
展
開
を
加

速
す
る
年
と
な
り
ま
し
た
。
総
合
戦
略
の

重
点
事
項
の
一
つ
で
あ
る
「
八
頭
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
バ
レ
ー
の
創
設
」
と
し
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
し
た
、
旧
隼
小
学
校
を
活

用
し
た
「
隼
Lab.(

は
や
ぶ
さ
ら
ぼ)

」
の
改

修
工
事
が
完
了
し
、
昨
年
12
月
か
ら
運
用
を

開
始
し
て
い
ま
す
。
２
・
３
階
は
ビ
ジ
ネ
ス

ゾ
ー
ン
と
し
て
誘
致
企
業
の
オ
フ
ィ
ス
等

で
活
用
し
、
１
階
は
隼
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
の
皆
様
の
利
用
を
は
じ
め
と
し
て
、

多
く
の
人
が
集
え
る
カ
フ
ェ
、
多
目
的
ス

ペ
ー
ス
等
を
配
置
し
、
新
た
な
地
域
の
交

流
拠
点
を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ

り
ま
す
。

　

総
合
戦
略
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
が
す
す
む
現
在
の
状
況
下
で
、
町
民
が

将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
持
続
可
能
な
八
頭
町
を
、

町
民
の
皆
様
方
と
の
協
働
に
よ
っ
て
実
現

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
八
頭
町
を
支

え
る
の
は
、
八
頭
町
を
愛
し
て
や
ま
な
い

人
々
の
「
想
い
」
で
あ
り
、
「
想
い
」
を
抱

き
地
域
を
担
う
人
々
の
「
力
」
で
す
。
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
あ
ら
ゆ
る
世
代
が

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
と
な
り
、
地
域
の
身

近
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
、

八
頭
町
の
未
来
を
創
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
力
は
小
さ
く
て
も
、

八
頭
町
を
愛
す
る
全
て
の
人
が
結
束
し
、

大
き
な
力
と
な
っ
て
課
題
に
立
ち
向
か
う

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
必
ず
や
「
人
が
輝
き

　

未
来
が
輝
く
ま
ち　

八
頭
町
」
が
実
現

で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

八
頭
町
の
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
も
町
民
の
皆
様
方
と
と
も
に
課
題
克

服
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
新
し
い
年
が
町
民
の

皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
飛
躍
の

年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。
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施 設 概 要

延床面積　２２２１㎡

構　　造　RC造３階建

事業年度　平成28 ～ 29年度

事業主体　八頭町

事 業 費　１億７００６万４千円

設計・監理者　㈱ツクルバ

施 工 者　�こおげ・松田建設特定建設工事共同企業体、

㈲一企工

 この隼Lab.は、県内外の７企業が出資した、㈱

シーセブンハヤブサが運営にあたり、全国のモデ

ルとなるような先進的事例となるよう、当該プロ

ジェクトの実現に係る様々な取り組みを進めてい

くこととなっています。

　施設の１階は、隼地区まちづくり委員会の利用

をはじめ、カフェと多目的のフリースペース等を

配置した「オープンエリア」として、新たな地域

の交流拠点を目指しています。

　２・３階は「ビジネスエリア」としてシェアオ

フィスに生まれ変わり、現在はＩＴ、商社などの

11社が入居しています。個人でも利用できる「コ

ワーキングスペース」もあり、異業種の交流やコ

ミュニケーションの創出も期待されます。

　また、コミュニティ活動や各種イベントにも活

用できます。１階には飲食テナント（現在はプレ

オープン、１月20日正式オープン予定）があり、

参入企業の従業員だけでなく地域の方もご利用い

ただけます。さらに、様々なコミュニティ活動や

各種イベントに活用できる多目的スペースや料理

教室などもできるオープンキッチンもあります。

多くの方が集い交流できるものとなっていますの

で、ぜひお気軽にご利用ください。

問い合わせ　㈱シーセブンハヤブサ

☎0858-71-0581
（電話での問い合わせは、平日の９:00 ～ 17:00） 

E-mail：contact@ccccccc.co.jp

ビジネスの拠点として、まちづくりの拠点として

㈱シーセブンハヤブサ

代表取締役　古田　琢也さん

　まずは、オープニングイベントを迎えるまでに、多くの方にご支

援・ご協力いただきましたこと、本当に感謝しています。ありがと

うございました。

　オープニング当日は、予想をはるかに上回る方々にご来場いただ

き、この隼Lab．に関心と今後の未来にかける想いが寄せられてい

ることを感じ、うれしさと同時に身の引き締まる思いになりました。

　この場所が企業だけでなく、地域に根付き、愛され、多くの方々

にご利用いただける場所になるよう目指していきます。

　自分達がまず楽しむことを忘れず、感謝し、想いを信じ、田舎の

未来のモデルになるようなチャレンジをしていきたいと思いますの

で、ぜひ皆さまに隼Lab.をご活用していただき、愛していただけた

らと思います。

　初心を忘れず、そして志と感謝を忘れず。

　一歩一歩、この場所が新しいチャレンジが起きる場所として、邁

進していきたいと考えています。

隼Lab.にかける想い

OPEN!!
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　閉校となった旧隼小学校を改修し、八頭イノ

ベーションプロジェクトを推進する拠点施設「隼

Lab.（はやぶさラボ）」の工事が完成し、12月10

日（日）、その竣工式とオープニングイベントが

行われました。

　竣工式では、関係者や地域住民の方など総勢

120名余りが参集。テープカットの際には船岡保

育所の園児に風船を飛ばしてもらい、式典に華を

添えていただきました。𠮷田町長は「140年余り

の歴史に幕を閉じた隼小学校が、新たな取り組み

や挑戦の場として生まれ変わる。地域の皆さんに

は新たなコミュニティを創出していただきたい」

とあいさつ。隼地区のまちづくり団体「隼創生

会」の植田幸秀会長は「閉校で寂しかったが、新

しい集落がひとつ加わったような感じで大変うれ

しい」と地域を代表してあいさつされました。

　続けて行われたオープニングイベントには約

1000人の来場があり、鏡開きや各種イベントなど

で大盛況の中でのオープンとなりました。

隼Lab.がオープン！

八頭イノベーションプロジェクト

隼 Lab. OPEN!!
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平成29年分の確定申告がもうすぐ始まります。
昨年の農業や事業、また医療費控除の申告を予定されている方は領収書などの関係
書類を、まとめて集計しておくとあとがラクです。
平成28年分の確定申告よりマイナンバー制度の導入に伴い、マイナンバーの記載が
必要となっております。本人のマイナンバー（配偶者控除・扶養控除がある方は、
対象者のマイナンバーも）確認をお願いします。
申告期限ギリギリでは間違いも起きやすいものです。早めに準備し、早めに申告し
ましょう。

所得税・住民税確定申告
… そろそろ申告の準備を …

　
農
業
は
事
業
所
得
と
な
り
、
申
告
が

必
要
で
す
。

　

八
頭
町
で
は
例
年
の
と
お
り
町
内
３
会

場
で
申
告
相
談
を
行
う
予
定
で
す
。

　

例
年
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
中
に
は
準
備
が
整
っ

て
い
な
い
方
（
必
要
書
類
を
持
っ
て
い
な

い
、
収
入
・
経
費
を
全
く
集
計
さ
れ
て
い

な
い
な
ど
）
も
あ
り
、
大
変
時
間
を
取
っ

て
次
に
お
待
ち
の
方
の
迷
惑
と
な
り
ま

す
。

　

以
下
に
、
申
告
相
談
に
お
い
で
に
な
る

前
に
準
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
に
つ

い
て
、
簡
単
に
説
明
し
ま
す
。

収
入
を
計
算

・
収
穫
物
…
米
な
ど
の
支
払
い
帳
票
や
経

済
貯
金
の
毎
月
の
異
動
通
知
書
な
ど
、
農

協
以
外
の
市
場
や
百
円
市
な
ど
に
出
荷
し

て
い
る
方
は
支
払
い
伝
票
を
基
に
し
て
計

算
し
て
く
だ
さ
い
。

・
家
事
消
費
…
家
で
消
費
し
た
米
や
野

菜
、
ま
た
は
親
戚
な
ど
に
あ
げ
た
作
物
も
、

売
っ
た
も
の
と
想
定
し
て
収
入
に
含
め
ま

す
の
で
、
そ
の
数
量
を
控
え
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

・
そ
の
他
の
収
入
…
収
穫
物
以
外
の
収
入

と
し
て
は
戸
別
補
償
金
な
ど
の
各
種
補
助

金
、
小
作
料
、
農
作
業
受
託
料
、
共
済
金

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

農
業
所
得
の
申
告

医
療
費
控
除
及
び
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
に
よ
る
申
告

支
出
を
計
算

　

苗
や
肥
料
、
農
薬
な
ど
の
収
穫
に
必
要

な
も
の
の
経
費
を
合
計
し
ま
す
。
農
地
の

固
定
資
産
税
や
水
利
組
合
負
担
金
な
ど
も

経
費
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

農
業
用
の
建
物
や
大
型
農
機
具
は
償
却

資
産
と
し
て
年
間
利
用
分
を
計
算
し
ま
す

が
、
複
雑
な
の
で
わ
か
ら
な
い
方
は
申
告

会
場
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

支
出
項
目
は
多
種
多
様
な
の
で
、
こ
こ

に
全
部
を
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
同
じ
よ
う
な
経
費
を
あ
ら
か
じ
め
ま

と
め
て
お
い
て
い
た
だ
く
と
、
申
告
が
短

時
間
で
済
み
ま
す
。

農
業
法
人
に
参
加
し
て
い
る
方

　

農
事
組
合
法
人
（
や
ま
の
う
え
、
八
頭

船
岡
農
場
、
日
田
農
業
生
産
組
合
な
ど
）

に
参
加
し
て
い
る
方
は
、
法
人
が
あ
ら
か

じ
め
収
支
を
計
算
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。
所
属
さ
れ
て
い
る
法
人
の
指
導
に

従
っ
て
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

　　

医
療
費
の
支
払
い
や
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
（
一

般
用
医
薬
品
）
の
購
入
を
さ
れ
た
方
は
、

「
医
療
費
控
除
」
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
な
お
、
特
定
一
般
用
医
薬
品

等
購
入
費
を
支
払
っ
た
場
合
に
お
い
て
、

一
定
の
健
康
診
査
や
予
防
接
種
な
ど
を
お

こ
な
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
（
医
療
費
控
除
の
特

例
）
を
選
択
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
医
療
費
及
び
特
定
一
般
用

医
薬
品
等
購
入
費

　

医
療
費
控
除
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
所

得
が
２
０
０
万
円
以
上
の
方
は
年
間
10
万

円
を
越
え
る
医
療
費
が
対
象
と
な
り
、
所

得
が
２
０
０
万
円
未
満
の
方
は
所
得
額
×

５
％
を
越
え
る
医
療
費
で
す
。
控
除
の
最

高
額
は
２
０
０
万
円
で
す
。
医
院
、
病
院

等
の
治
療
費
、
入
院
費
、
薬
局
で
買
っ
た

薬
、
介
護
保
険
制
度
に
基
づ
く
施
設
サ
ー

ビ
ス
費
な
ど
、
治
療
に
関
す
る
も
の
が
対

象
で
、
予
防
や
健
康
増
進
が
目
的
の
も
の

は
対
象
外
で
す
。
な
お
、
保
険
金
な
ど
で

補
填
さ
れ
る
金
額
は
、
実
際
に
支
払
っ
た

医
療
費
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
33
年
12

月
31
日
ま
で
の
間
で
、
そ
の
年
中
に
支

払
っ
た
特
定
一
般
用
医
薬
品
の
購
入
費

が
１
万
２
千
円
を
超
え
る
場
合
は
、
そ

の
超
え
る
部
分
の
金
額
を
対
象
と
し
、

８
万
８
千
円
を
上
限
と
す
る
セ
ル
フ
メ

デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
（
医
療
費
控
除
の

特
例
）
が
創
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
一
定
の
健
康
診
査
や
予
防
接
種
な
ど

取
組
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
要
件
と
な
り

ま
す
。

（
注
）
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

（
医
療
費
控
除
の
特
例
）
の
適
用
を
受
け

る
場
合
は
、
従
来
の
医
療
費
控
除
を
併
せ
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税務課からのお知らせ



社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴い、
申告手続などには

マイナンバーの記載
　　　　＋
本人確認書類の提示又は写しの添付

が必要です

税務署からのお知らせ

マイナンバーの記載が必要です！！

て
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
告
し
な
い
と
…

　

申
告
に
基
づ
き
、
平
成
30
年
度
の
町
県

民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
の
算
定

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

申
告
を
し
て
い
な
い
場
合
、
所
得
が
不

明
な
た
め
、
適
正
な
賦
課
（
課
税
）
が
で

き
な
い
ば
か
り
か
、
収
入
が
な
い
場
合
で
も

軽
減
措
置
が
受
け
ら
れ
な
い
ほ
か
、
所
得

証
明
な
ど
の
証
明
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
税
金
以
外
に
も
、
保
育
料
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
負
担
金
、
後
期
高
齢
者
医
療

の
診
療
時
負
担
金
な
ど
に
も
影
響
し
ま
す
。

　

所
得
申
告
は
、
あ
な
た
の
生
活
に
関
わ

る
重
要
な
も
の
で
す
。
正
し
く
正
確
に
申

告
し
ま
し
ょ
う
。

マイナンバーカード（個人番号

カード）をお持ちの方は

●マイナンバーカードだけで、

本人確認（番号確認と身元確認）

が可能です。

●ご自宅等から e-Tax で送信す

れば、本人確認書類の提示又は

写しの提出が不要です。

国税庁ホームページのトップページ上段をクリック
http://www.nta.go.jp/mynumberinfo//index.htm

番号確認書類

〈ご本人のマイナンバーを確認

できる書類〉

●通知カード

●住民票の写し又は住民票記載

事項証明書

（マイナンバーの記載があるも

のに限ります。）

などのうちいずれか１つ

身元確認書類

〈記載したマイナンバーの持ち主

であることを確認できる書類〉

●運転免許証●パスポート●在

留カード●公的医療保険の被保

険者証●身体障害者手帳

などのうちいずれか１つ

本人確認書類

国税に関するマイナンバー制度の最新情報

マイナンバーカードをお持ちでない方は

☞
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税務課からのお知らせ 税　務　課 ☎ 76-0204　船岡住民課 ☎ 72-0044　八東住民課 ☎ 84-1222

申告書や申請書等には

　農業や営業の申告、または医

療費控除の申告など、サラリー

マンの方でも年末調整できない

所得や控除を確定申告する方は

たくさんあると思います。

　これまでの確定申告は、自分

が申告用紙を用意し、作成して

提出（郵送）するか、八頭町や

税務署が開催する申告相談会場

に出向いて申告書を提出するこ

とが必要でした。

　現在はこのほかに、インター

ネットを使って行う所得税申告

の『ｅ－Ｔａｘ(イータックス)』

があります。

　今年はこの『ｅ－Ｔａｘ』で

申告しませんか。

添付書類が省略できます

　源泉徴収票、保険料控除証明

書、医療費控除の領収書等を提

出する必要がありません。

＊住宅借入金特別控除（初回申

告）など省略できないものもあ

ります。なお、申告から５年間

は税務署から提出または提示を

求められることがあります。

還付がスピーディーに受けられ
ます

　通常１か月かかる還付が、２

週間程度で処理されます。

※�詳しくは、e-Taxホームページ

をご覧ください

　（www.e-tax.nta.go.jp）

今年の申告は
ｅ-Ｔａｘ(イータックス)でしませんか



保健課だより

ヒートショックとは
　急激な温度変化による血圧の急変をきっか

けに起こる健康被害のことをいいます。脳卒

中や心筋梗塞、失神などを起こしたり、入浴

中の溺死や急死につながることもあります。

高齢者や高血圧、糖尿病、脂質異常症がある

方は血圧の変化が起きやすいのでより注意が

必要です。

入浴時のヒートショックを防ぐ６箇条
　①　入浴前に脱衣所や浴室を暖める。

　②　湯温はぬるめにする。

　③　かけ湯で体をお湯に慣らす。

　④　浴槽から急に立ち上がらない。

　⑤　食事直後・飲酒時の入浴は控える。

　⑥　�同居する家族がいる場合は一声かけて

から入浴する。

冬は特に！ヒートショックに注意

※鳥取県各消防局集計結果。

　�消防局では、発生場所、年齢は把握しているものの、

詳細な原因まで特定されていないものもあるため、

ヒートショックが原因と断定できないものも一部含

みます。

冬は特に！ヒートショックに注意 
 
ヒートショックとは 

 急激な温度変化による血圧の急変をきっかけ

に起こる健康被害を言います。脳卒中や心筋梗塞、

失神などを起こしたり、入浴中の溺死や急死につ

ながることもあります。高齢者や高血圧、糖尿病、

脂質異常症がある方は血圧の変化が起きやすいの

でより注意が必要です。 
入浴時のヒートショックを防ぐ６箇条 

① 入浴前に脱衣所や浴室を暖める。 
② 湯温はぬるめにする。 
③ かけ湯で体をお湯に慣らす。 
④ 浴槽から急に立ち上がらない。 
⑤ 食事直後・飲酒時の入浴は控える。 
⑥ 同居する家族がいる場合は一声かけてか

ら入浴する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

件数（65 歳以上） 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

冬冬場場にに 

多多くく発発生生！！ 

※鳥取県各消防局集計結果。 

 消防局では、発生場所、年齢は把握しているものの、詳細な原

因まで特定されていないものもあるため、 

 ヒートショックが原因と断定できないものも一部含みます。 

暖かい場所から寒い場所（脱衣

所、浴室、トイレ等）へ移動す

るときは注意が必要ね！ 

暖かい場所から寒い場所（脱

衣所、浴室、トイレ等）へ移

動するときは注意が必要ね！

鳥取県で平成28年度に浴室内で発生した救急事案
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ノロウイルスによる食中毒に注意しましょう
　ノロウイルスによる感染性胃腸炎は、１年を

通して発生していますが、特に冬季（12 月～２

月）に発生のピークを迎えます。

　ウイルスが手指や食品などを介して、口から

入って体内で増殖し、おう吐、下痢、腹痛など

を起こします。健康な方は軽症で回復しますが、

抵抗力の弱い子どもやお年寄りなどは重症化す

ることがあります。

　また、感染力が強いため、感染した人のおう

吐物や便から他の人へ二次感染することがあり

ます。

■　予防方法　■

・カキなどの二枚貝を食べるときは、十分に

加熱をしましょう

食品の中心部まで火を通し、中心温度85℃以

上で１分以上加熱しましょう。

・しっかり手を洗いましょう

調理や食事の前、トイレの後などは、必ず流

水と石鹸で手を洗い清潔にしておきましょう。

・調理器具もこまめに消毒しましょう

熱湯での煮沸消毒や、塩素系漂白剤による消

毒が有効です。

■　感染した場合は　■

・下痢やおう吐により脱水症状を引き起こす

場合があります。スポーツドリンクなどで十

分に水分補給を行い、早めに医療機関を受診

しましょう。

・患者のおう吐物や便の処理をするときは、

使い捨て手袋やマスクを使用し、汚物が飛び

散らないようにしましょう。汚れた衣類など

は、他のものと分けて洗濯しましょう。

・症状が治まっても２～３週間は便の中にウ

イルスが含まれている可能性があるので注意

しましょう。

■　食中毒に負けない体をつくりましょう　■

　普段から１日３食バランスのとれた食事、

十分な睡眠や休養、適度な運動等を習慣にし、

食中毒に負けない体づくりを心がけましょう。

 問い合わせ　保健課　☎ 72-3566



保健課だより 保健係 ☎72-3566　介護保険係 ☎72-3555
地域包括支援センター ☎72-3574　　　　　／ FAX72-3565

　日本人の３人に１人ががんで亡くなっていま

す。なかでも乳がんは、女性に最も多いがんで、

日本人の女性の12人に１人がかかります。40歳

～ 50歳代の比較的若い世代に多いことが特徴で、

乳がんにかかる人や乳がんで亡くなる人は年々増

加しています。

乳がん検診のススメ
対 象 者　　40歳以上

受診間隔　　２年に１回

　乳がんは早期発見・早期治療で完治の確率が

高くなります。定期的に検診を受けましょう。

　検診内容は問診、マンモグラフィです。

＊問診　事前に初潮の年齢や出産経験、ご家族

の病歴 などについてお聞きします。

＊マンモグラフィ　板で左右の乳房を片方ずつ

はさんで エックス線撮影します。乳房を圧迫し

ながら薄く均等に拡げる事で乳房の中を鮮明に 

映し出すことが出来ます。

毎月しよう。自己検診　　　　　　　　　　　

乳がんは自分で発見できる数少ないがんの一つ

です。『自分の体、乳房は自分でしっかり検査し

て守る！』という気持ちで、毎月１回ペースの乳

がんの自己検診をしましょう。

＊生理の直前や生理中は乳腺が張ってしこりと間違

えやすいので、生理開始後１週間ごろにしましょう。

＊閉経後の人は毎月日にちを決めてやるといいですね。
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高齢者・小児インフルエンザ予防接種期間延長
　インフルエンザワクチンの医療機関への供給

状況を踏まえ、接種期間を 平成30年１月31日

まで 延長します。

（変更前:平成29年10月1日～平成29年12月31日）

※１�　接種期間とは接種券が使える期間です。接

種期間を過ぎると全額自己負担となります。

※２�　接種期間延長に伴う接種券の交換はあり

ません。届いた接種券をそのままご使用く

ださい。

危険度チェック

次に当てはまる人は、乳がんにかかる可能性

が高いと言われています。

□初経年齢が早い　□閉経年齢が遅い

□出産歴がない　　□初産年齢が遅い

□授乳経験がない　□家族が乳がんにかかった

□40歳以上である　□お酒をよく飲む　など

＊当てはまる項目がなくても乳がんにかかる

人もいるので、油断は禁物です。

仰向けに寝て触ってみましょう

＊触る胸と反対側の手を使います。

＊親指を除く指を軽くそろえ、それらの指先の

腹側のみで軽く圧迫しながら、なでてみます。

＊左右の乳房を同じように、ゆっくり、注

意深く、いろいろな方向で調べま

しょう。

＊わきの下も触ってみましょう。

鏡の前で乳房を見てみましょう

腕を下ろした状態で観察、次に腕を挙げて観察

＊左右違うところはないですか？

＊皮膚の色が変わっていたり、赤く腫れてい

たりする所はないですか？

＊えくぼのようなくぼみはないですか？

＊乳首がただれていませんか？引っ張られて

いるようなところはありませんか？

＊乳首が引っ込んでいませんか？

＊乳頭から分泌物はありませんか？

 問い合わせ　保健課　☎ 72-3566

 問い合わせ　保健課　☎ 72-3566

※３�　高齢者インフルエンザ予防接種対象者の

うち昭和27年12月生まれの方及び小児イン

フルエンザ予防接種対象者のうち平成29年

６月生まれの方の接種期間の変

更はありません。

　　（平成30年１月31日まで）

受けて安心、がん検診　年に一度は検診を受けよう
～乳がん検診のススメ～

今月は
どうかな？



多くの皆さまのご参加を

お待ちしております。

日時　１月19日（金）14:00 ～ 15:00

　　　（受付13:40 ～）

会場　郡家保健センター

講演  「糖尿病について学ぼう」

講師　鳥取県立中央病院　糖尿病内分泌代謝内科

　　　部長　村尾　和良 さん

＊参加無料・申込不要

 問い合わせ　保健課　☎ 72-3566

　日本人の２人に１人は「がん」になり、３人

に１人が「がん」で亡くなっています。

　がんは一定の大きさになるまでは、発見が困

難な場合があり、昨年の検診で異常がなくても、

今年の検診でがんが発見されることがありま

す。１年に１度は必ず検診を受けましょう!!

◆集団検診

　障害者手帳等をお持ちでない方でも、要介

護認定を受けている65歳以上の方は、所得税・

住民税（町県民税）の確定申告をする際に「障

害者控除対象者認定書」を添付すると障害者

控除の適用を受けることができます。認定書

は申請に基づき交付します。

対 象 者　控除対象年の12月31日現在(年の中

途で死亡された場合は死亡日)、八頭町に住所

がある65歳以上で要介護１～５の認定を受けて

いる方。（要支援認定の方は対象になりません。）

　傷病により、おおむね６か月以上にわたり

寝たきり状態で、おむつの使用が必要と認め

られる場合は、おむつの領収書に併せ、医師

が記載した「おむつ使用証明書」を確定申告

書等に添付することで医療費控除を受けるこ

とができます。

　この控除を初めて受ける方は、主治医が発

行する「おむつ使用証明書」が必要です。町

では、同控除を受けようとする２年目以降の

方で、次に該当する方に、「おむつ代医療費

控除に係る主治医意見書内容確認書」を申請

に基づき交付します。

交付できる条件（次の全てに該当）
・医師が発行する「おむつ使用証明書」によ

り、前年までにおむつ代の医療費控除を受け

たことがある。

・要介護認定に係る主治医意見書において

「寝たきり度」の記載が「B1、B2、C1、C2」

かつ「尿失禁の発生の可能性がある」と記載

される等、交付基準に該当する場合。

申請に必要な物　印鑑

申請・問い合わせ
　介護保険係　☎72-3555
※�本人及び税法上の扶養親族が非課税で税の

申告が必要ない場合は、申請の必要はあり

ません。

　また、介護保険の住所地特例により町外に

住所がある方は、住民登録がある市町村にお

問い合わせください。

◆医療機関検診（胃がん・肺がん・大腸がん・
　子宮がん・乳がん検診）

検診期間　２月28日（水）まで

　がん検診受診券に同封されている医療機関検

診実施一覧の中から、希望の医療機関に予約を

して受診しましょう。検診期間終了が近くなる

と、予約が取りにくくなり、受診できない場合

があります。早めに医療機関に予約をし、受診

されますようお勧めします。

今年度最後の

月日 １月14日(日)
１月15日(月)

１月15日(月)

会場 郡家保健センター 郡家保健センター

受付
時間 8：30 ～ 10：00 13：30 ～ 14：30

種類

胃がん・結核・肺がん・大
腸がん・前立腺がん・子宮
がん・乳がん・骨粗しょう
症・肝炎ウイルス検査・特
定健康診査・後期高齢者健
康診査等

子宮がん・乳がんおむつの費用が医療費控除の
対象になる場合があります
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 問い合わせ　保健課　☎ 72-3566

健康講座のご案内

集団検診・医療機関検診のご案内確定申告をされる方へ
要介護認定を受けている方の

障害者控除について



１月の保健課事業
日 曜日 内　　容 時　　間 場　　所 対　　象

9 火
一般健康相談 （受付）9：30～10：15 

9：30～10：30 八東保健センター 一般

ゆるやか体操教室 14：00～15：00 八東保健センター 一般

10 水 さわやか体操教室 （1部）9：45～10：45 
（2部）10：45～11：45 郡家保健センター （1部）64歳以下 

（2部）65歳以上

11 木
水中運動教室 （1部）9：45～10：30 

（2部）10：45～11：30 八東保健センター （1部）64歳以下 
（2部）65歳以上

３歳児健康診査 （受付）12：30～12：45 郡家保健センター H26.11.10～H26.12.31生

14 日 集団検診 （受付）8：30～10：00 郡家保健センター 全地域

15 月

集団検診 （受付）8：30～10：00 郡家保健センター 全地域

集団検診（乳がん、子宮がん検
診のみ） （受付）13：30～14：30 郡家保健センター 全地域

認知症の人と家族のつどい 13：30～15：30 郡家保健センター 認知症の方を介護されている
家族の方など。

16 火 健診結果相談会 （受付）13：30～13：50 郡家保健センター 12/15、12/16健康診査受診者

17 水
さわやか体操教室 10：45～11：45 船岡保健センター 一般

健診結果相談会 （受付）13：30～13：50 郡家保健センター 12/18健康診査受診者

18 木
水中運動教室 （1部）9：45～10：30 

（2部）10：45～11：30 八東保健センター （1部）64歳以下 
（2部）65歳以上

５歳児健康診査 個人の通知でお知らせします。 郡家保健センター H24.12.18～H25.2.5生

19 金 健康講座 （受付）13：40～ 
講演：14：00～15：00 郡家保健センター 一般

22 月 一般健康相談・こころの健康相談 （受付）9：30～10：15 
9：30～10：30 郡家保健センター 一般

23 火 ゆるやか体操教室 10：45～11：45 郡家保健センター 一般

25 木
水中運動教室 （1部）9：45～10：30 

（2部）10：45～11：30 八東保健センター （1部）64歳以下 
（2部）65歳以上

６か月児健康診査 （受付）12：45～13：00 郡家保健センター H29.6.13～H29.7.25

26 金
離乳食講習会 （受付）9：15～ 

9：30～11：30 郡家保健センター H29.8.26～H29.10.11生 
H29.3.9～H29.4.26生

育児相談 13：30～15：00 郡家保健センター H29.10.23～H29.11.26生

29 月 一般健康相談 （受付）9：30～10：15 
9：30～10：30 船岡保健センター 一般

２月上旬の保健課事業
日 曜日 内　　容 時　　間 場　　所 対　　象

1 木 水中運動教室 （1部）9：45～10：30 
（2部）10：45～11：30 八東保健センター （1部）64歳以下 

（2部）65歳以上

5 月 一般健康相談 （受付）9：30～10：15 
9：30～10：30 八東保健センター 一般

6 火 ゆるやか体操教室 14：00～15：00 八東保健センター 一般

7 水 さわやか体操教室 （1部）9：45～10：45 
（2部）10：45～11：45 郡家保健センター （1部）64歳以下 

（2部）65歳以上

8 木
水中運動教室 （1部）9：45～10：30 

（2部）10：45～11：30 八東保健センター （1部）64歳以下 
（2部）65歳以上

１歳６か月児健康診査 （受付）12：30～12：45 郡家保健センター H28.6.8～H28.8.8生

保 健 課 だ よ り
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男女共同参画センター ☎ 84-2361 ／ FAX84-2362
八頭町徳丸 578-1

第
13
回
八
頭
町
男
女
共
同
参
画

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

　

「
食
か
ら
始
め
る
男
女
共
同
参
画
～
食

べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
～
」
と
題
し

て
、
11
月
12
日
（
日
）、
第
１
部
を
郡
家

保
健
セ
ン
タ
ー
、
第
２
部
は
中
央
公
民
館

を
会
場
に
「
第
13
回
八
頭
町
男
女
共
同
参

画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

キ
ッ
ズ
キ
ッ
チ
ン
は
、
料
理
を
通
し
て

子
ど
も
の
五
感
を
発
達
さ
せ
、
子
ど
も
自

ら
が
新
し
い
可
能
性
を
発
見
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
力
だ
け
で
や
り
遂
げ
る
料

理
教
室
で
す
。
郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー
の
調

理
室
で
、
八
頭
町
内
の
小
学
生
30
名
が
、

八
頭
町
の
特
産
品
や
地
元
食
材
を
使
っ
た

煎
り
豆
ご
は
ん
・
具
だ
く
さ
ん
み
そ
汁
な

ど
の
伝
統
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
井
場
先
生
が
材
料
や
作
り
方
、

作
業
の
手
順
、
器
具
の
取
扱
い
な
ど
を
丁

寧
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
キ
ッ
ズ
キ
ッ
チ

ン
で
は
、「
食
材
は
ま
る
ご
と
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
」
こ
と
を
原
則
と
さ
れ
て
い
る
の

で
、
白
菜
の
丸
ご
と
を
見
せ
て
か
ら
切
り

方
の
説
明
を
さ
れ
た
り
、
茶
に
色
づ
い
た

稲
束
を
見
せ
な
が
ら
「
稲
っ
て
捨
て
る
と

こ
ろ
が
な
い
ん
だ
よ
、
１
本
の
藁
は
細
く

て
切
れ
や
す
い
け
ど
強
い
縄
に
な
る
よ
」

と
、
縄
や
ワ
ラ
ジ
、
正
月
飾
り
な
ど
を
見

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
稲
穂
に

つ
い
て
い
た
モ
ミ
、
そ
こ
か
ら
玄
米
、
白

米
、
米
粉
へ
と
加
工
さ
れ
た
見
本
を
示
さ

れ
る
と
、子
ど
も
た
ち
は
身
を
乗
り
出
し
、

真
剣
に
説
明
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

作
り
方
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

見
た
後
は
、
班
ご
と
に
調
理
を
開
始
し
ま

し
た
。「
大
人
は
手
を
出
さ
な
い
」
、
「
自

分
の
分
は
自
分
で
作
る
（
切
る
・
入
れ
る
・

盛
り
付
け
る
な
ど
）
」、
が
基
本
。
み
そ
汁

の
出
汁
と
な
る
煮
干
し
や
切
り
干
し
大
根

な
ど
も
、
少
量
ず
つ
自
分
で
鍋
に
投
入
。

ま
た
、こ
ん
に
ゃ
く
に
竹
串
を
刺
し
た
り
、

フ
ラ
イ
パ
ン
の
豆
腐
を
ひ
っ
く
り
返
し
た

り
、
団
子
を
丸
め
る
な
ど
、
全
て
の
調
理

を
自
分
で
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
「
で
き
た
！
」
を
体

験
で
き
る
よ
う
、
使
い
や
す
い
大
き
さ
の

包
丁
や
握
り
や
す
い
ピ
ー
ラ
ー
、
身
長
に

合
わ
せ
た
踏
み
台
な
ど
は
「
サ
カ
モ
ト
・

キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
」か
ら
レ
ン
タ
ル
し
、

ス
ム
ー
ズ
に
調
理
が
で
き
ま
し
た
。

　

田
楽
豆
腐
を
焼
い
て
い
る
間
に
、
み
そ

汁
の
用
意
を
し
ま
し
た
が
、
豆
腐
が
黒
く

焦
げ
る
班
も
あ
り
ま
し
た
。
井
場
先
生
が

「
ど
う
し
て
焦
げ
ち
ゃ
っ
た
の
か
な
？
」

と
聞
か
れ
、
「
火
が
強
す
ぎ
た
」「
忘
れ
て

い
た
」
な
ど
と
子
ど
も
が
答
え
る
と
「
今

度
は
火
加
減
に
気
を
付
け
て
作
っ
た
ら
い

い
ん
だ
。
こ
れ
は
失
敗
で
は
な
く
て
、
次

回
に
繋
が
る
い
い
経
験
で
す
よ
」
と
井
場

先
生
。
各
班
に
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
実
行

委
員
が
子
ど
も
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
き

ま
し
た
が
、
材
料
運
び
な
ど
、
思
わ
ず
手

を
出
し
て
し
ま
い
、
先
生
か
ら
「
そ
れ
は

子
ど
も
た
ち
が
し
ま
す
の
で
、
見
守
っ
て

く
だ
さ
い
ね
」
と
言
わ
れ
る
場
面
も
あ
り

ま
し
た
。

　

調
理
後
は
、
先
生
が
配
膳
さ
れ
た
見
本

を
参
考
に
盛
り
付
け
ま
し
た
。
ご
飯
と
み

そ
汁
の
位
置
、
お
箸
の
置
き
方
が
逆
に

な
っ
て
い
る
子
ど
も
も
あ
り
、
先
生
に
促

さ
れ
も
う
一
度
見
本
を
見
直
し
、
い
よ
い

よ
「
い
た
だ
き
ま
す
！
」
。
見
学
さ
れ
て

い
た
保
護
者
の
方
も
試
食
し
、
あ
ち
こ
ち

か
ら
「
美
味
し
い
！
」
の
声
が
聞
こ
え
ま

し
た
。

　

中
に
は
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
お
父
さ
ん

と
夕
飯
作
り
に
挑
戦
し
た
お
子
さ
ん
も

あ
っ
た
そ
う
で
、
保
護
者
か
ら
「
内
容
が

充
実
し
て
い
た
」
な
ど
の
声
も
多
数
い
た

だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
作
る

料
理
教
室
が
、
大
き
な
自
信
に
つ
な
が
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

第
１
部　

キ
ッ
ズ
キ
ッ
チ
ン

講
師　

キ
ッ
ズ
キ
ッ
チ
ン
協
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

�

井
場
恵
美
子
さ
ん

「今日は自分たちで作りま

すよ」と井場先生

そ～っと、そ～っと

「美味しい～」の声がたくさん聞こえました

11
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男女共同参画センター ☎ 84-2361 ／ FAX84-2362
八頭町徳丸 578-1

　

会
場
を
中
央
公
民
館
に
移
し
、
地
元
飲

食
店
の
出
店
コ
ー
ナ
ー
や
、
食
生
活
改
善

推
進
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
減
塩
み
そ
汁
の

試
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
、
多
く
の
家

族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

開
会
行
事
の
後
は
、
八
頭
町
内
の
保
育

所
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
「
食

品
ロ
ス
の
削
減
啓
発
活
動
」
の
出
前
講
座

を
さ
れ
て
い
る
、
八
頭
町
連
合
婦
人
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
「
食
べ
物
を
残
す
な
ん
て

も
っ
た
い
な
い
」
を
テ
ー
マ
に
歌
や
ダ
ン

ス
、
ク
イ
ズ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
２
部　

講
演
会

講
演　

み
ん
な
で
食
育～

未
来
を
育
て
る
～

講
師　

キ
ッ
ズ
キ
ッ
チ
ン
協
会
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

�

井
場
恵
美
子
さ
ん食品ロスの削減啓発「もったいないの歌♪」

第２部では井場先生の講演

「料理は五感を育みます」

講
演
概
要

　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
暮
ら
し
の
中

で
何
が
大
切
か
、
何
を
育
て
る
か
と
い
う

と
「
自
尊
感
情
」
で
す
。
自
尊
感
情
は
自

分
で
自
分
を
大
切
に
思
う
感
情
の
こ
と
で

す
。
人
生
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
転
ん
で
、
悩
ん
で
、
つ

ま
ず
い
て
、
そ
れ
で
も
自
分
は
自
分
な
ん

だ
。
こ
れ
で
い
い
ん
だ
と
思
え
る
こ
と
が

自
尊
感
情
な
ん
で
す
。
自
分
は
役
に
立

つ
、
自
分
は
や
れ
ば
で
き
る
、
何
か
や
っ

て
み
よ
う
、
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
そ
れ

を
ど
う
育
て
て
い
く
か
と
い
う
と
、
知
識

で
は
な
く
五
感
を
使
っ
た
体
験
が
不
可
欠

で
す
。

　

キ
ッ
ズ
キ
ッ
チ
ン
は
、
「
聞
く
、
匂
う
、

見
る
、
味
わ
う
、
触
る
」
五
感
を
す
べ
て

使
い
ま
す
。
料
理
が
他
の
体
験
と
違
う
と

こ
ろ
は
、
味
わ
え
る
こ
と
。
今
作
っ
た
も

の
が
今
味
わ
え
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
、
今
自
分
が
作
っ
た
も
の
が
今

す
ぐ
食
べ
ら
れ
、
結
果
が
分
か
る
の
で
、

素
晴
ら
し
い
五
感
を
体
験
で
き
ま
す
。

　

今
日
は
薄
揚
げ
に
菜
箸
を
刺
し
、
火
に

か
ざ
し
て
焼
い
た
の
で
す
が
、
ひ
と
つ
の

班
だ
け
箸
の
先
が
焦
げ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
聞
く
と
「
薄
揚
げ
か
ら
菜
箸
が
ち
ょ
っ

と
出
た
」
と
。
や
り
方
を
教
え
て
い
る
の

で
、
何
で
焦
げ
た
か
が
分
か
る
ん
で
す
ね
。

知
ら
な
い
間
に
焦
げ
た
、
と
い
う
こ
と
に

は
な
ら
な
い
。
説
明
で
き
る
し
、
自
分
が

責
任
を
も
て
る
。

　

お
料
理
に
は
失
敗
は
無
い
ん
で
す
。
で

す
か
ら
、
ど
ん
な
切
り
方
を
し
よ
う
と
、

私
た
ち
は
ど
う
こ
う
言
わ
な
い
。
切
っ
た

と
き
に
、
切
れ
た
も
の
を
見
て
も
の
す
ご

く
喜
ぶ
。
自
分
が
や
っ
た
こ
と
が
目
の
前

に
見
え
て
い
る
、
達
成
感
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
結
果
と
し
て
偏
食
が
な
く
な
り

ま
す
。
「
う
ち
の
子
ど
も
、
こ
れ
は
普
段

は
食
べ
な
い
ん
だ
け
ど
、
今
日
は
食
べ
ま

し
た
」
と
言
わ
れ
る
保
護
者
も
あ
り
ま
し

た
。
自
分
一
人
じ
ゃ
な
く
、
友
達
と
一
緒

に
作
る
の
で
、
思
い
や
り
が
育
つ
。
作
っ

た
人
に
も
感
謝
し
よ
う
ね
、
と
話
を
し
て

食
べ
る
。
自
信
が
つ
く
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
が
育
つ
、
責
任
感
も
育
つ
、
小
さ
い
と

き
の
体
験
を
た
く
さ
ん
さ
せ
て
あ
げ
る
、

特
に
６
歳
ま
で
の
体
験
が
大
切
。

　

だ
か
ら
、
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
に
料
理
の
経

験
を
さ
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇
主
催
者
の
ま
と
め
◇

　

キ
ッ
ズ
キ
ッ
チ
ン
で
は
、
30
名
の
う
ち
、

10
名
が
男
の
子
で
、
性
別
問
わ
ず
申
し
込

ん
で
い
た
だ
け
た
こ
と
を
ま
ず
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。
６
つ
の
異
年
齢
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
高
学
年

が
低
学
年
を
見
守
り
な
が
ら
、
楽
し
く
料

理
で
き
ま
し
た
。

　

井
場
先
生
の
お
話
に
あ
っ
た
よ
う
に
、

料
理
は
素
晴
ら
し
い
「
五
感
」
の
体
験
で

す
。「
料
理
は
女
の
子
」
と
か
、
「
お
手
伝

い
は
女
の
子
」
な
ん
て
言
わ
ず
、
男
の
子

も
女
の
子
も
同
じ
よ
う
に
料
理
し
、「
五

感
」
の
体
験
を
増
や
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

お　

詫　

び

　

当
日
講
師
と
し
て
予
定
し
て
お
り
ま
し

た
、
坂
本
廣
子
さ
ん
で
す
が
、
体
調
不
良

の
た
め
、
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。

　

急
遽
で
す
が
、
坂
本
廣
子
さ
ん
か
ら
ご

推
薦
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
井
場
恵
美

子
さ
ん
に
お
い
で
い
た
だ
き
、
午
前
の

キ
ッ
ズ
キ
ッ
チ
ン
及
び
午
後
の
講
演
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　

坂
本
廣
子
さ
ん
の
キ
ッ
ズ
キ
ッ
チ
ン
、

講
演
会
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
ご
来
場
く
だ

さ
っ
た
皆
様
に
は
ご
迷
惑
と
ご
心
配
を
お

か
け
し
ま
し
た
こ
と
、
改
め
て
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

�

八
頭
町
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
長
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𠮷田町長と「これからの男女共同参画」を意見交換

かがやきぴょんぴょんクラブ
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　11月22日（水）、大江地区まちづくり委員会

で「男女共同参画ってなぁに？」と題し出前講

座を開催しました。

　美しいクラリネットの演奏、また、八頭町が

実施した「男女共同参画に関するアンケート調

査」の結果をもとに「男性の家事・育児・介護・

大江地区まちづくり委員会で

出前講座

　11月22日（水）、かがやきトーク「これから

の男女共同参画」と題して𠮷田町長の講演と、

リーダー研修として「平成29年度男女共同参画

推進フォーラム」に参加された、男女共同参画

推進会議の田中弘江さん、藤田由美子さんにフ

ォーラムの報告をしていただきました。

　𠮷田町長からは、男女がともに暮らしやすい

町づくりの実現に向けた取り組みについて、八

頭町の男女共同参画、今後の課題等、メディア

の情報等を交えながら、まだまだ進んでいない

役員の女性比率、リーダー養成のこと、地域や

学校など様々な分野での男女共同参画に対する

町長の思いをお話されました。

田町長と「これからの男女共同参画」を語る

買い物等の時間は？」、「介護が必要になったと

き誰にしてもらいたいか？」など、調査にまつ

わる八頭町内の住民の意識など、お話をしまし

た。

　参加された方は、なるほど～と頷きながら「男

女がお互いに協力し合わないけん！」などと話

をされていました。

　男女共同参画センター「かがやき」では、町

民の皆様に男女共同参画について広く知ってい

ただくため、出前講座を実施しています。

　町内会や老人会、婦人会の研修、趣味の同好

会の集まり、保護者会など皆様の地域活動の場

に出掛け、クイズや男女共同参画カルタ、町報

掲載４コマ漫画、ビンゴゲームなどを交え、楽

しく進行します。講座は無料で、日時、場所、

講座の内容などはご要望に応じます。ぜひご利

用ください。

申し込み・問い合わせ
八頭町男女共同参画センター「かがやき」

☎84-2361　　FAX84-2362

アンケート調査結果についての話を聞かれる大江

地区まちづくり委員会の皆さん

　田中さん、藤田さんからは、柔道銅メダリス

トの山口香さんによる特別講演について「長年

刷り込まれてきたジェンダーバイアスを変えて

いくのは難しい。意識を変えるのは大変である

が、男女が違いを認め合い、お互いが協力して

いくことが大切」などと報告され、ワークショ

ップでは「研修会は、数より質が問われる。き

ちんとぶれずに行く。関心のあることを引き出

すような研修をすることが大切」など今後に生

かしたい事柄も含め報告されました。

　質疑応答の際には、八頭町の男女共同参画の

問題点、女性役員のこと、防災訓練のこと等々、

参加者から多くの質問があり、それらに対して、

町長が一つひとつ丁寧に答えられました。

　参加者からは、「現在進行形の生の声を聞く

事ができてよかった。フォーラム参加の発表を

聞かせてもらい充実したものとなった」、「女性

だけが学んでも参画は進まない。男性の自分に

は関係ない、興味がないという意識の改革が必

要ではないか」、「男女共同参画の未来の道は、

険しいものだということも理解できた」などの

ご意見をいただきました。

かがやきトーク



ぴょんぴょんクラブ 八頭町子育て支援センター ☎ 72-3345
八頭町郡家殿 282-2

若桜鉄道に乗って遠足だ！

　山の木々が紅く染まった11月、子育て支援セン

ターのみんなで若桜鉄道に乗って、若桜町の中之

島公園に遠足に出かけました。

　参加親子は、それぞれ最寄りの駅から乗車。列

車が駅に停車するたびに「次は誰が乗ってくるか

な～」とワクワクした気分に。見慣れた風景も、車

窓からの眺めはいつもと違って見えたようです。

　この日は天気も良く、公園内には落ち葉もたくさ

ん積もっていました。最初は遊具に夢中だった子

どもたちも、しだいに落ち葉を拾っては投げたり、

追いかけっこを始めたり、楽しそうな声が響いてい

ました。また、赤ちゃんもお母さんに抱っこしても

らい、一緒にすべり台に挑戦！久しぶりのすべり台

に、お母さんも楽しそうでした。

　秋晴れのもと、お弁当もみんなで一緒に食べ、楽

しい遠足となりました。

１月の主な行事

日　時 内　容 会　場

10 水 10:30 ～

「ベビーマッサージ」(要予約）
講師　奈羅尾　浩子さん

（ロイヤルセラピスト協会認定講師）
※準備物　バスタオル

子育て支援
センター

18 木 10:30 ～

「ママビクス」(要予約）
講師　三村　恵里さん　
☆動きやすい服装でお越しくだ
さい。

子育て支援
センター

19 金 10:30 ～
「世代間交流会」
☆「大御門地区まちづくり委員会」
の方との交流会です。

子育て支援
センター

24 水 10:30 ～

「さとう式リンパケア」(要予約）
講師　武田優子さん
☆疲れた顔をリフレッシュしまし
ょう。
準備物　机に置いて使うミラー
or手鏡

子育て支援
センター

30 火 10:30 ～
「ヨガ体操」(要予約）
講師　西田　麻衣さん
☆動きやすい服装でお越しください。

かがやき

　大御門地区のおじいさん、おばあさんと一

緒に、歌を歌ったり、お正月の遊びを楽しみ

ましょう。

　予約の必要はありません。初めて参加の方

も大歓迎です！ぜひ遊びにきてくださいね。

日時　１月19日（金）10:30 ～ 11:15

場所　子育て支援センター

内容　うたあそび、すごろく、

　　　かるたなどの正月遊び

問い合わせ　八頭町子育て支援センター　

            ☎72-3345

新年おめでとうの会

わかてつに乗って出発進行！

落ち葉がたくさんうれしいな♪

講座を開催している時間帯は、『あそびのひろば』

は使用できませんので、ご確認ください。
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世代間交流会



子どもシアター〈１月〉
場　　所　中央公民館　２階視聴覚室	
日　　時　１月21日（日）10：00～11：50	
入 場 料　無料
映画　映画ドラえもん	 	

　　『のび太と緑の巨人伝』	

公民館だより 八頭町中央公民館　☎72-3113 ／ FAX72-3488　〒680-0463  八頭町宮谷80番地
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八頭町文化協会
伝統芸能部　芸能発表会開催（予告）

日　　時　２月18日（日）開演13：00 ～ 16：00

会　　場　八頭町中央公民館　大集会室

　八頭町文化協会伝統芸能部では今年度も芸能

発表会を開催します。多数のご来場をお待ちし

ております。			 

『初心者のための手話講座』受講生

平成29年度　八頭町スキー教室参加者

　今年度も、初心者を対象にした手話講座を開

催します。手話に関する知識と技術を身につけ

るとともに、手話を通じて豊かな表現力を養っ

てみませんか？				  

				  

開 催 日				  

２月３日，10日，17日，24日

３月３日，10日　（各土曜日　全６回）

時　　間　10：00 ～ 11：30

会　　場　中央公民館　第２研修室		

講　　師　公益社団法人　鳥取県聴覚障害者協会		

参 加 費　無料			 

定　　員　15名程度			 

申込期限　１月19日（金）			 

申 込 先　中央公民館　☎72-3113（月曜・祝日休館）

開 催 日　２月11日（日・祝）　 場　　所　わかさ氷ノ山スキー場（樹氷スノーピア）	

対　　象　小学生以上の八頭町民の方で、初心者から初級者までの方				  

定　　員　50名（先着順　最少催行人数 30名）							     

参 加 費　700円（昼食代込み　当日集金　※リフト代・スキーレンタル代は別途必要）

リフト代　［１日券］大人(中学生以上） 3,000円/人（団体料金）［回数券］250円（１回券）

　　　　　　　　 　小人 2,000円/人（団体料金）						    

スキーレンタル代　１セット　1,500円/人（スキー板、ストック、スキー靴）　※個別の貸し出しも可能

日　　程　７：00　中央公民館・船岡地区公民館・安部地区公民館出発（予定）→各バス停で乗車	

　　　　　８：00　氷ノ山スキー場到着						    

　　　　　８：40　スキー教室（実技・練習）開始						    

　　　　　12：00　昼食（ヒュッテ白樺）						    

　　　　　12：50　フリー滑走（自由時間）						    

　　　　　16：00　氷ノ山スキー場出発

　　　　　以降　　順次下車				 

申込内容　①住所　②連絡先（電話番号）　③参加者名　④年齢・学年等

　　　　　⑤習熟度　（１．初めてスキーをする　２．なだらかな斜面を滑ることができる。

　　　　　　　　　 　３．第１リフトに乗り１人で滑ることができる　４．第２リフトに乗り滑ることができる）

　　　　　⑥購入希望リフト券（１日券か回数券か）

　　　　　⑦スキーレンタルを利用する場合は身長及び靴のサイズ						   

申込期限　１月24日（水）　申し込み　中央公民館　☎7 2 - 3 1 1 3（月曜・祝日休館）

募集中

募集中

　毎年、好評をいただいている八頭町スキー教室を今年度も開催します。班ごとに講師もつきます

ので、初心者の方もお気軽にお申し込みください。	

みんなの図書館
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１月のカレンダー
日 月 火 水 木 金 土
　 1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31 　 　 　

休館日　　開館時間　10:00 ～ 18:00

おはなし会　※申込不要・大人も入れます

郡家図書館 船岡図書館 八東図書館

日にち
時　間

１月20 日（土）
10：30～11：00
14：30～15：00

１月13日（土）
10：30～11：00
15：00～15：30
１月18日（木）
16:00～16：30

１月14日（日）
11：00～11：30
14：00～14：30

郡家図書館
１　島抜けの女　鎌倉河岸捕物控31� 佐伯　泰英
２　政略結婚� 高殿　　円
３　暗手� 馳　　星周
４　ワンオペ育児� 藤田　結子
５　絵本を深く読む� 灰島　かり
６　くさはらのわたしのへや� 松岡　達英

船岡図書館
１　異形のものたち� 小池真理子
２　雲海ドライブ＆スポット
３　100歳の生きじたく� 吉沢　久子
４　百姓貴族　５� 荒川　　弘
５　子どもに伝えたい和の技術　和楽器� 和の技術を知る会
６　キツネとねがいごと� カトリーン シェーラー

八東図書館
１　意識のリボン� 綿矢　りさ
２　猫はおしまい� 高橋　由太
３　友情� 山中伸弥・平尾誠二・平尾惠子
４　アルカイダから古文書を守った図書館員� ジョシュア・ハマー
５　変な鳥ヤバい鳥どでか図鑑� ワクサカソウヘイ
６　よくわかる障がい者スポーツ� 藤田紀昭／監修

新しく入った本
＊他館所蔵のものはお取り寄せできます。
＊貸出中の場合はご予約ください。
　（インターネットからも予約ができます）

ぬのえほん やさいくだもの いっぱいだ（ゆい子）

としょかん川柳

日　時　１月23日（火）13：30～ 15：30

会　場　船岡地区公民館　２階

　　　　男女共同参画室

対　象　高校生以上　　

定　員　８名（先着順）　　　

材料費　150円（当日会場にて集金）

持ち物　はさみ、カッターナイフ、ものさし

※�申込みが必要です。八頭町内の各図書館まで

お申込みください。

※�小さいお子さまを連れて親子で参加していた

だくこともできます。

豆本づくり教室

みんなの図書館 郡家図書館八頭町宮谷 256-4 ☎ 72-6660
船岡図書館八頭町船岡 539-1 ☎ 72-3970
八東図書館八頭町北山 48-1　☎ 84-6622
http://www.town.yazu.tottori.jp/library/index.html
携帯電話・スマートフォンはこちらから　

▼

あけましておめでとうございます。

ご利用者のみなさまへの日頃の感謝をこめて、

各図書館で、新春イベントを行います。この機

会に、是非、お越しください。

【郡家図書館・船岡図書館・八東図書館】
図書館福袋
司書が選んだ本１～３冊をセットにして貸し出し
ています。何が入っているかは、開けてからのお
楽しみ！
郡家図書館：３０袋
船岡図書館：４０袋
八東図書館：１５袋
　貸出：お一人１袋まで、子ども用もあります。
新春おみくじ大会
年の初めの運試し。司書が特製おみくじを製作し、
皆様のご来館をお待ちしています。（大大吉がでた
方にはプレゼントがあります）　　
図書館福袋　新春おみくじ大会　どちらも
平成３０年１月５日（金）～無くなり次第終了

新春イベント開催！！

手のひらサイズのちいさな本「豆本」を作ります。
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人権のひろば 人権推進課 ☎ 84-1228

　

「
徳
島
県
教
組
襲
撃
事
件
」
は
、
日
本
教

職
員
組
合
が
行
っ
た
「
子
ど
も
救
援
カ
ン

パ
」
で
集
ま
っ
た
金
額
の
一
部
が
四
国
朝
鮮

初
中
級
学
校
に
寄
付
さ
れ
た
事
に
対
し
、
平

成
21
年
４
月
、
在
日
の
特
権
を
許
さ
な
い
市

民
の
会
（
在
特
会
）
京
都
支
部
が
徳
島
県
教

組
事
務
所
に
侵
入
し
て
壮
絶
な
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
を
繰
り
返
し
行
っ
た
事
件
で
あ
る
。

　

平
成
25
年
に
は
襲
撃
班
２
人
に
罰
金
刑

が
科
せ
ら
れ
、
判
決
文
で
は
「
こ
れ
が
憲
法

21
条
１
項
所
定
の
言
論
の
自
由
の
範
疇
に

属
す
る
も
の
と
し
て
是
認
さ
れ
る
と
は
解
さ

れ
な
い
。
」
と
述
べ
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が

表
現
の
自
由
で
保
障
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
判
決
後
も

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
繰
り
返
さ
れ
る
状
況
で

あ
っ
た
。
事
件
は
こ
の
後
民
事
裁
判
提
訴
へ

と
向
か
い
、
平
成
29
年
４
月
全
面
勝
訴
を
勝

ち
取
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

報
告
者
の
徳
島
県
教
組 

冨
田
真
由
子
氏

は
、
こ
の
判
決
の
意
義
は
「
日
本
人
に
対
す

る
ヘ
イ
ト
行
為
で
あ
っ
て
も
人
種
差
別
撤

廃
条
約
違
反
だ
と
の
司
法
判
断
が
示
さ
れ

た
こ
と
」
で
あ
り
、
「
民
主
主
義
の
根
幹
で

あ
る
表
現
の
自
由
の
本
質
を
示
す
こ
と
が

で
き
た
」
と
報
告
さ
れ
、
憲
法
で
保
障
す
る

様
々
な
自
由
の
う
ち
、
表
現
の
自
由
が
他
者

に
よ
っ
て
侵
さ
れ
や
す
い
権
利
で
あ
る
が
故

に
、
最
も
大
切
な
自
由
権
で
あ
る
こ
と
も
再

度
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

　

鳥
取
ル
ー
プ
・
示
現
舎
に
よ
る
「
全
国
部

落
調
査
」
復
刻
版
差
し
止
め
裁
判
は
、
本
年

９
月
25
日
に
第
６
回
口
頭
弁
論
ま
で
行
わ

れ
て
い
る
が
未
だ
結
審
し
て
い
な
い
。
そ
の

間
、
平
成
28
年
12
月
に
は
部
落
差
別
解
消

推
進
法
が
可
決
さ
れ
た
。
法
が
無
い
時
点

で
は
、
裁
判
官
に
対
し
、
部
落
差
別
と
は
何

か
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
部
落
差
別
が
現
存

す
る
こ
と
を
証
明
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し

か
し
、
制
定
さ
れ
た
法
の
第
１
条
で
「
…
現

在
も
な
お
部
落
差
別
が
存
在
す
る
と
と
も

に
…
」
と
部
落
差
別
の
存
在
を
明
記
し
て
い

る
の
で
、
審
理
の
促
進
が
図
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
理
念
法
と
は

い
え
、
差
別
解
消
へ
の
大
き
な
一
歩
と
捉
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
裁
判
に
お
い
て
鳥
取
ル
ー
プ
・
示

現
舎
の
主
張
の
ひ
と
つ
に
「
部
落
解
放
同
盟

は
『
寝
た
子
を
起
こ
す
』
こ
と
を
奨
励
し
て

き
た
の
で
、
我
々
が
部
落
の
所
在
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
は
差
別
で
は
な
い
」
と
あ
り
、

こ
れ
に
対
し
て
報
告
者
の
中
井
雅
人
弁
護

士
は
「
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
（
自
ら
の
立
場
を

明
ら
か
に
す
る
）
と
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
（
被
差

別
の
立
場
に
な
い
者
が
暴
露
す
る
こ
と
）
と

は
決
定
的
に
異
な
る
」
と
し
、
痛
烈
に
被
告

の
ロ
ジ
ッ
ク
を
批
判
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の

裁
判
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
載
を
削
除

し
て
も
ミ
ラ
ー
ネ
ッ
ト
に
拡
散
す
る
た
め
、

完
全
な
削
除
が
困
難
な
問
題
点
も
明
ら
か

に
な
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
４
団
体
と

の
交
渉
の
中
で
「
違
法
・
有
害
情
報
契
約
約

款
モ
デ
ル
条
項
」
に
、
「
他
者
へ
の
不
当
な

差
別
を
助
長
す
る
行
為
」
・
「
い
わ
ゆ
る
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
」
・
「
特
定
の
地
域
が
い
わ

ゆ
る
同
和
地
区
で
あ
る
と
す
る
情
報
」
が
違

法
・
有
害
情
報
と
し
て
追
加
さ
れ
た
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
残
念
な

が
ら
、
差
別
発
言
で
あ
っ
た
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
書
き
込
み
で
あ
っ
た
り
と
今
で

も
差
別
が
起
き
て
い
る
の
が
現
状
だ
が
、
全

国
集
会
で
得
た
知
識
、
情
報
は
自
身
の
部

落
差
別
解
消
に
向
け
た
活
動
の
糧
と
し
、

周
り
の
知
人
、
友
人
、
家
族
に
差
別
の
不
合

理
性
を
訴
え
、
啓
発
の
進
展
の
一
助
と
し
た

い
。

　

全
国
規
模
で
開
催
さ
れ
る
大
会
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
町
人
推
協
で
は
、
全

国
各
地
の
人
権
教
育
・
啓
発
の
取
り
組
み

か
ら
も
学
び
を
深
め
る
た
め
に
、
年
４
回

派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
参
加
予
定
大
会

　
　
　

第
43
回　

部
落
解
放
・
人
権

　
　
　

西
日
本
夏
期
講
座

開
催
日
／
６
月
28
日(

木)

・
29
日(

金)

主
会
場
／
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　

第
70
回　

全
国
同
和
・
人
権

　
　
　

教
育
研
究
大
会

開
催
日
／
11
月
17
日(

土)

・
18
日(

日)

主
会
場
／
滋
賀
県
立
体
育
館

　
　
　

部
落
解
放
研
究

　
　
　

第
52
回
全
国
集
会

開
催
日
／
11
月
27
日(

火)

～
29
日(

木)

主
会
場
／
岡
山
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
体
育
館

　
　
　

第
33
回　

人
権
啓
発
研
究
大
会

開
催
日
／
２
月
６
日(

水)

・
７
日(

木)

主
会
場
／
朱
雀
メ
ッ
セ

　

各
大
会
１
人
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。（
八
頭
町
で
は
10
名
程
度
の
団
体
で

参
加
し
ま
す
）
詳
細
・
募
集
は
追
っ
て
公

表
し
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
人

権
推
進
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鳥
取

滋
賀

岡
山

新
潟

部
落
解
放
研
究
第
51
回
全
国
集
会
に
参
加
し
て

　

11
月
６
日
（
月
）
～
８
日
（
水
）、
大
阪
府
大
阪
市
に
て
部
落
解
放
研
究
第
51
回

全
国
集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
八
頭
町
か
ら
は
総
勢
14
名
が
参
加
し
、
現
地
の
歴

史
に
お
け
る
人
権
問
題
や
、
現
在
取
り
組
ま
れ
て
い
る
人
権
啓
発
事
業
等
に
つ
い
て

多
く
の
気
付
き
や
学
び
を
得
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
参
加
者
に
よ
る
大
会
の
講
演
概
要
の
報
告
や
感
想
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〜
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
〜

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
暮
ら
し
を
は
じ

め
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
み
ん
な

で
支
え
合
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕

組
み
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公
的
年
金

に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と

で
、
年
を
と
っ
た
と
き
、
病
気
や
け
が
で

障
が
い
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手

が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　
国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方

が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
。

　
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、

安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の
給
付
は
生

涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
の

老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障
害
年
金
や
遺
族
年

金
も
あ
り
ま
す
。
障
害
年
金
は
、
病
気
や

事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ

ま
す
。
ま
た
、
遺
族
年
金
は
加
入
者
が
死

亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計

を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族
（「
子
の
あ
る

配
偶
者
」
や
「
子
」）
が
受
け
取
れ
ま
す
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
「
納
付
猶
予

制
度
」

学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い

た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。対
象
と
な
る
学
生
は
、

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
、大
学
院
、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１

年
以
上
で
あ
る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大

学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

納
付
猶
予
制
度

　
学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、
ご
本

人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。

※
　
平
成
28
年
６
月
以
前
の
期
間
は
、
30

歳
未
満
で
あ
っ
た
期
間
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
国
民
年
金
の
ご
相
談
・
手
続
き
等

　
　
町
民
課
☎
76-

０
２
０
５

　
　
鳥
取
年
金
事
務
所

　
　
　☎
０
８
５
７-

27-

８
３
１
１

町民課からのお知らせ
○
使
え
な
く
な
っ
た
ス
ト
ー
ブ
の
出

し
方
は
？

　
使
え
な
く
な
っ
た
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、

大
型
資
源
ご
み
と
し
て
回
収
し
ま
す
が
、

「
家
庭
ご
み
の
分
別
と
出
し
方
手
引
き
」

に
あ
る
よ
う
に
、電
池
は
外
し
、燃
料
（
灯

油
）を
空
に
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、
給
油
タ
ン
ク
以
外

に
も
ス
ト
ー
ブ
本
体
に
灯
油
を
た
め
て
い

ま
す
。

　
給
油
タ
ン
ク
を
空
に
し
た
だ
け
で
は
ス

ト
ー
ブ
本
体
の
底
に
灯
油
が
残
っ
て
い
ま

す
の
で
、
専
用
の
小
さ
な
ポ
ン
プ
や
テ
ィ

ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
等
で
吸
い
取
っ
て
か
ら

出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー
缶
の
ご

み
の
出
し
方
は
？

　
寒
い
季
節
に
な
り
、
ご
家
庭
で
鍋
を
囲

ま
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
ん
な
時
に
活
躍
す
る
の
が
卓
上

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
と
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
で

す
。
こ
の
時
期
は
使
い
終
わ
っ
た
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
が
よ
く
ご
み
に
出
さ
れ
ま
す
。

　
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど

は
、
ご
み
に
出
す
と
き
に
お
願
い
し
て
い

る
事
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
み
収
集
車
や
ご
み
処
理
施
設
で
の
爆

発
事
故
、
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
で
す

の
で
、皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
．必
ず
中
身
を
使
い
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

２
．
火
の
気
の
な
い
風
通
し
の
良
い
と
こ

ろ
で
、
専
用
の
穴
開
け
器
具
を
使
っ
て
穴

を
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

３
．
小
型
破
砕
ご
み
と
し
て
収
集
日
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
専
用
の
穴
あ
け
器
具
の
中
に
は
、
針
の

よ
う
な
小
さ
い
穴
し
か
あ
か
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。
穴
が
小
さ
い
と
中
の
ガ
ス
が

抜
け
ま
せ
ん
の
で
、
穴
が
小
さ
い
場
合
は

複
数
箇
所
に
穴
を
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
だ
け
で
な
く
、
整
髪

料
等
の
ス
プ
レ
ー
缶
も
爆
発
や
火
災
の
原

因
と
な
り
ま
す
の
で
、
同
様
の
作
業
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
町
民
課
☎
76-

０
２
０
５

町　民　課 ☎76-0205　船岡住民課 ☎72-0044　八東住民課 ☎84-1222
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成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！
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〜
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
〜

　
国
民
年
金
は
、
老
後
の
暮
ら
し
を
は
じ

め
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
み
ん
な

で
支
え
合
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕

組
み
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公
的
年
金

に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と

で
、
年
を
と
っ
た
と
き
、
病
気
や
け
が
で

障
が
い
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手

が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　
国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方

が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度
で
す
。

　
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、

安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の
給
付
は
生

涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き
の

老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障
害
年
金
や
遺
族
年

金
も
あ
り
ま
す
。
障
害
年
金
は
、
病
気
や

事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ

ま
す
。
ま
た
、
遺
族
年
金
は
加
入
者
が
死

亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計

を
維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族
（「
子
の
あ
る

配
偶
者
」
や
「
子
」）
が
受
け
取
れ
ま
す
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
と
「
納
付
猶
予

制
度
」

学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い

た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。対
象
と
な
る
学
生
は
、

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
、大
学
院
、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１

年
以
上
で
あ
る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大

学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

納
付
猶
予
制
度

　
学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、
ご
本

人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。

※
　
平
成
28
年
６
月
以
前
の
期
間
は
、
30

歳
未
満
で
あ
っ
た
期
間
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
国
民
年
金
の
ご
相
談
・
手
続
き
等

　
　
町
民
課
☎
76-

０
２
０
５

　
　
鳥
取
年
金
事
務
所

　
　
　☎
０
８
５
７-

27-

８
３
１
１

町民課からのお知らせ
○
使
え
な
く
な
っ
た
ス
ト
ー
ブ
の
出

し
方
は
？

　
使
え
な
く
な
っ
た
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、

大
型
資
源
ご
み
と
し
て
回
収
し
ま
す
が
、

「
家
庭
ご
み
の
分
別
と
出
し
方
手
引
き
」

に
あ
る
よ
う
に
、電
池
は
外
し
、燃
料
（
灯

油
）を
空
に
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、
給
油
タ
ン
ク
以
外

に
も
ス
ト
ー
ブ
本
体
に
灯
油
を
た
め
て
い

ま
す
。

　
給
油
タ
ン
ク
を
空
に
し
た
だ
け
で
は
ス

ト
ー
ブ
本
体
の
底
に
灯
油
が
残
っ
て
い
ま

す
の
で
、
専
用
の
小
さ
な
ポ
ン
プ
や
テ
ィ

ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
等
で
吸
い
取
っ
て
か
ら

出
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

○
ガ
ス
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー
缶
の
ご

み
の
出
し
方
は
？

　
寒
い
季
節
に
な
り
、
ご
家
庭
で
鍋
を
囲

ま
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
ん
な
時
に
活
躍
す
る
の
が
卓
上

カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
と
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
で

す
。
こ
の
時
期
は
使
い
終
わ
っ
た
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
が
よ
く
ご
み
に
出
さ
れ
ま
す
。

　
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど

は
、
ご
み
に
出
す
と
き
に
お
願
い
し
て
い

る
事
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
み
収
集
車
や
ご
み
処
理
施
設
で
の
爆

発
事
故
、
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
で
す

の
で
、皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
．必
ず
中
身
を
使
い
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

２
．
火
の
気
の
な
い
風
通
し
の
良
い
と
こ

ろ
で
、
専
用
の
穴
開
け
器
具
を
使
っ
て
穴

を
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

３
．
小
型
破
砕
ご
み
と
し
て
収
集
日
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
専
用
の
穴
あ
け
器
具
の
中
に
は
、
針
の

よ
う
な
小
さ
い
穴
し
か
あ
か
な
い
も
の
も

あ
り
ま
す
。
穴
が
小
さ
い
と
中
の
ガ
ス
が

抜
け
ま
せ
ん
の
で
、
穴
が
小
さ
い
場
合
は

複
数
箇
所
に
穴
を
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
だ
け
で
な
く
、
整
髪

料
等
の
ス
プ
レ
ー
缶
も
爆
発
や
火
災
の
原

因
と
な
り
ま
す
の
で
、
同
様
の
作
業
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
町
民
課
☎
76-

０
２
０
５

町　民　課 ☎76-0205　船岡住民課 ☎72-0044　八東住民課 ☎84-1222
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成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！
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税収入
15.9%

国・県支出金
25.9%

共同事業
交付金
21.4%

一般会計繰入金
7.7%

繰越金その他
4.9% 総務費  2.1%

保険給付費
60.6%

後期高齢者
支援金
9.8%

介護納付金
3.9%

共同事業
拠出金
22.1%

保健事業費  1.4%
その他の支出  0.1%

前期高齢者
交付金
19.4%

療養給付費
交付金
4.8%

歳入
23億6,739万円

歳出
22億1,755万1千円

　平成28年度国民健康保険特別会計の決算状況を報告いたします。
　八頭町全体では、歳入総額23億6,738万6,863円、歳出総額22億1,755万900円で１億4,983
万5,963円の黒字となりました。27年度比で歳入額は2,070万6,596円（0.9％増）、歳出額は
23,797万7,282円（1%減）の減となっています。

歳

　
　入

　歳入の主なものは、国保税3億7,589万5千円(全体の15.9％、27年度比137万3千円減、
0.4％減)、国・県の支出金6億1,291万円(全体の25.9％、27年度比5,423万3千円増、9.7％
増)となっています。
　退職医療に対する療養給付費交付金は、1億1,278万5千円(全体の4.8％、27年度比2,678万
8千円、19.2％減)となりました。
　また、前期高齢者の交付金として4億5,985万6千円(全体の19.4％、27年度比6,781万円
増、12.9％減)が交付されました。

歳

　
　出

　歳出の主なものでは、保険給付費13億4,355万4千円(全体の60.6％、27年度比5,188万6
千円、4.0％増)、共同事業拠出金4億9,086万1千円(全体の22.1％、27年度752万1千円減、
1.5％減)となっています。
　後期高齢者支援金は、2億1,813万9千円(全体の9.8％、27年度比1,583万2千円減、6.8％
減)となっています。
　介護納付金は、8,698万6千円(全体の3.9％、27年度比1,264万1千円減、12.7％減)で、
前々年度精算金は増額となりましたが、当該年度概算納付金は減額で全体額も前年度より減
額となりました。

国

　保

　税

　平成28年度の八頭町国保税の現年分調定額は、一般分では3億4,908万2千円(医療分2億
1,666万6千円、後期支援分9,979万2千円、介護分3,262万4千円)で27年度と比べ502万3千円
増、1.5％の増加となりました。
　退職分は2,675万7千円(医療分1,388万2千円、後期支援分651万6千円、介護分635万9千円)
で27年度と比べ1,076万1千円、28.7％の減少となりました。
　特に退職分は制度改正による被保険者数の急激な減少が要因となっています。
　国保税の現年分徴収率は、八頭町全体で93.98％(0.90％増)となっており、その内一般分
が93.79％(1.08％増)、退職分が96.48％(0.01％増)となっています。

平成28年度 八頭町国民健康保険決算状況

平成２８年度
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国保の被保険者数と世帯数
（29年３月末）

一　般 退　職 全　体

被 保 険 者 3,772 180 3,952

被保険者世帯 2,230 157 2,387

１人当たり・１世帯当たり
の保険税の状況

区　　分 八頭町 備　考

医

　療

　分

１
人
当
た
り

一般被保険者 56,943

退職被保険者等 55,087

平　　均 56,827

世
帯
当
た
り

一般被保険者 97,597 混合世帯は退職
世帯で計算退職被保険者等 65,792

平　　均 94,837

後
期
支
援
分

１
人
当
た
り

一般被保険者 26,226

退職被保険者等 25,859

平　　均 26,204

世
帯
当
た
り

一般被保険者 44,951 混合世帯は退職
世帯で計算退職被保険者等 30,883

平　　均 43,730

介
護
分

１
人
当
た
り

一般被保険者 27,301

退職被保険者等 26,275

平　　均 27,128

　一人当たり医療費（費用額）は、八頭町全体

で、一般被保険者は387,797円で27年度より

33,648円高くなりました。退職被保険者は、

408,560円で27年度より39,180円安くなりま

した。

医療費の推移
（単位：円）

区　　　　分 八頭町 備考

一般被
保険者

療 養 給 付 費 1,075,159

療 　 養 　 費 4,317

高 額 療 養 費 172,555

退職被
保険者

療 養 給 付 費 71,363

療 　 養 　 費 485

高 額 療 養 費 13,212

出 産 育 児 諸 費 2,507

葬 　 祭 　 費 720

計 1,340,318

１世帯当たりの保険者負担額 551,344 単位：円

１人当たりの保険者負担額 330,372 〃

年間１人当たりの費用額（一般） 387,797 〃

年間１人当たりの費用額（退職） 408,560 〃

医療給付費等負担額の状況
  （28年度）

（単位：千円）

用　語　説　明

対象者
　75歳未満までの被保険者(一般・退職)

一般被保険者
　退職被保険者以外の75歳未満の被保険者

退職被保険者
　厚生年金等の加入期間が240月以上の被保険者

とその扶養者

介護分
　40歳～65歳までの者が、介護保険２号被保険者

として負担するもの

療養給付費
　医療費(食事代含む)、調剤費、歯科診療費

療養費
　柔道整復、針、灸、マッサージ、補装具等

高額療養費
　１ヶ月の医療費が一定額以上になったときに世

帯主に支給される給付費

後期高齢者支援金
　後期高齢者医療制度を支援するため、各保険者

が、社会保険診療報酬支払基金へ拠出するもの

費用額
　医療費の総額

混合世帯
　一般被保険者と退職被保険者が混在する世帯

町民課からのお知らせ
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国保の被保険者数と世帯数
（29年３月末）

一　般 退　職 全　体

被 保 険 者 3,772 180 3,952

被保険者世帯 2,230 157 2,387

１人当たり・１世帯当たり
の保険税の状況

区　　分 八頭町 備　考

医

　療

　分

１
人
当
た
り

一般被保険者 56,943

退職被保険者等 55,087

平　　均 56,827

世
帯
当
た
り

一般被保険者 97,597 混合世帯は退職
世帯で計算退職被保険者等 65,792

平　　均 94,837

後
期
支
援
分

１
人
当
た
り

一般被保険者 26,226

退職被保険者等 25,859

平　　均 26,204

世
帯
当
た
り

一般被保険者 44,951 混合世帯は退職
世帯で計算退職被保険者等 30,883

平　　均 43,730

介
護
分

１
人
当
た
り

一般被保険者 27,301

退職被保険者等 26,275

平　　均 27,128

　一人当たり医療費（費用額）は、八頭町全体

で、一般被保険者は387,797円で27年度より

33,648円高くなりました。退職被保険者は、

408,560円で27年度より39,180円安くなりま

した。

医療費の推移
（単位：円）

区　　　　分 八頭町 備考

一般被
保険者

療 養 給 付 費 1,075,159

療 　 養 　 費 4,317

高 額 療 養 費 172,555

退職被
保険者

療 養 給 付 費 71,363

療 　 養 　 費 485

高 額 療 養 費 13,212

出 産 育 児 諸 費 2,507

葬 　 祭 　 費 720

計 1,340,318

１世帯当たりの保険者負担額 551,344 単位：円

１人当たりの保険者負担額 330,372 〃

年間１人当たりの費用額（一般） 387,797 〃

年間１人当たりの費用額（退職） 408,560 〃

医療給付費等負担額の状況
  （28年度）

（単位：千円）

用　語　説　明

対象者
　75歳未満までの被保険者(一般・退職)

一般被保険者
　退職被保険者以外の75歳未満の被保険者

退職被保険者
　厚生年金等の加入期間が240月以上の被保険者

とその扶養者

介護分
　40歳～65歳までの者が、介護保険２号被保険者

として負担するもの

療養給付費
　医療費(食事代含む)、調剤費、歯科診療費

療養費
　柔道整復、針、灸、マッサージ、補装具等

高額療養費
　１ヶ月の医療費が一定額以上になったときに世

帯主に支給される給付費

後期高齢者支援金
　後期高齢者医療制度を支援するため、各保険者

が、社会保険診療報酬支払基金へ拠出するもの

費用額
　医療費の総額

混合世帯
　一般被保険者と退職被保険者が混在する世帯

町民課からのお知らせ
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第10回定例農業委員会の開催について
開 催 日 １月12日（金）15：30～

開催場所 船岡地区公民館

提出先・問い合わせ
　農業委員会事務局　☎76-0207
申請書は、毎月20日までに提出してください。

翌月の定例農業委員会で審議します。

ケーブルテレビをご覧の皆様へ
やずチャンネル（11ch）

「コリドー 21　恋結びパーティー」
参加者募集!!

日　　時 ２月17日（土）15時～ 18時

場　　所 イタリアンレストラン　アルマーレ

（岩美町陸上34番地）

募集対象 八頭町、香美町、新温泉町、鳥

取市、岩美町、若桜町に在住・在勤の概ね25

歳～ 45歳の独身の方

募集人数 男女各20名

（応募多数の場合は抽選）

参 加 費 男性：3,000円　女性：2,000円　

申込方法 ①氏名 ②年齢 ③性別 ④電話番

号 ⑤メールアドレス ⑥住所 ⑦ニックネー

ム ⑧趣味 ⑨自己ＰＲを明記のうえ、郵送・

ＦＡＸ・メールでお申し込みください。

※⑥～⑨（⑥は町名のみ）の項目は一覧とし

て当日参加者に配布します。

応募締切 １月26日（金）必着

申し込み・問い合わせ
コリドー21事務局（岩美町役場企画財政課内）

〒681-8501　鳥取県岩美郡岩美町浦富675-1

☎0857-73-1412　　FAX0857-73-1554

E-mail　kikaku@iwami.gr.jp

主　　催 コリドー 21

　コリドー 21とは、鳥取県と兵庫県の県境に

位置する１市５町（八頭町、香美町、新温泉町、

鳥取市、岩美町、若桜町）で構成された会です。
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Information
コミュニティ助成事業で地域活性化を!!

　このたび、地域住民のコ

ミュニティ活動の健全な発展

と宝くじの普及を図るために

財団法人自治総合センターが

行っている「コミュニティ助成事業」を活用

して、集落公民館の備品等整備事業（新庄・日

田）が実施され、それぞれの事業が完了しま

した。

　このコミュニティ助成事業は、地元集落の

負担がわずかでコミュニティ活動に必要な備

品が整備できることから、八頭町でもこれま

でに多くの集落で事業の認定を受けて実施し

てきています。

　当事業を活用して備品等が整備されること

により、地域で行われる様々なコミュニティ

活動が活発になり、さらに地域活性化が図ら

れることが期待されます。

1月放送予定新番組
＊八頭町成人式（八東体育文化センター）

＊消防出初式（中央公民館）

平成29年12月　八頭町議会定例会

　一般質問録画再放送

放送開始時間

13：00 ～ 20：00 ～

尾島　　勲　議員
奥田のぶよ　議員 1月 1日 1月 6日

岡嶋　正広　議員
坂根　實豊　議員 1月 2日 1月 7日

髙橋信一郎　議員
森　亜紀子　議員 1月 3日 1月 8日

小倉　一博　議員
川西　　聡　議員 1月 4日 1月 9日

中村　美鈴　議員
栄田　秀之　議員 1月 5日 1月10日

新庄集落　鉄板焼ほか 日田集落　子供神輿



　「ふるさと納税」は、自分が生まれ育ったふる

さとや、応援したいと考えている地方公共団体に

年間2,000円を超える寄附をすると、その年の所

得税と翌年度の個人住民税の軽減が受けられる

制度です。

　軽減される額は、所得税と個人住民税を合わせ

て、寄附金額から2,000円を引いた額となります。

（軽減される額には上限があります。）

　寄附をされた翌年に、町が発行した証明書を

持って住所地等の所管の税務署もしくは、市町村

の税務担当課で確定申告を行うと税金の控除を

受けることができます。

　八頭町の応援団として「ふるさと納税」にご協

力をお願いします。

 

申し込み・問い合わせ
総　務　課 ☎76-0201
船岡住民課 ☎72-0044　八東住民課 ☎84-1222

ふるさと納税にご協力を
少額の寄附でも軽減を受けられます

給与所得者が寄附した場合の税金の軽減額
（夫婦のみの家族構成の場合）

寄附者の 
年収

寄附 
金額

軽　　　減　　　額
実質 

負担額住民税
軽減額

所得税
軽減額

500万円

1万円 7,200円 800円 8,000円 2,000円

3万円 25,200円 2,800円 28,000円 2,000円

5万円 43,200円 4,800円 48,000円 2,000円

10万円 65,300円 9,800円 75,100円 24,900円

700万円

1万円 6,400円 1,600円 8,000円 2,000円

3万円 22,400円 5,600円 28,000円 2,000円

5万円 38,400円 9,600円 48,000円 2,000円

10万円 78,400円 19,600円 98,000円 2,000円

※�控除額は一例（配偶者を扶養）であり、実際の軽減額とは異な
る場合があります。
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Information
入 札 結 果

入 札 日 平成29年11月29日(水)

事 業 名 八頭町郡家地域学校教育ICT整備事業

事 業 内 容 郡家東、西小学校、八頭中学校のICT環境の整備

所 管 課 学校教育課

落 札 金 額 38,469,600円(税込)

落 札 業 者 株式会社 愛進堂

入 札 日 平成29年11月29日(水)

工 事 名 八頭町役場船岡庁舎非常用発電機更新工事

工 事 場 所 八頭町船岡

所 管 課 船岡住民課

落 札 金 額 20,196,000円(税込)

落 札 業 者 鳥取電業 株式会社

手軽にできる「生涯スポーツ」を
やってみませんか？

　「八頭町スポーツの日」は、八頭町スポーツ

推進委員会が生涯スポーツの普及活動として

開催してきた各種スポーツ教室の集大成とし

て毎年行っているもので、今年は12月３日（日）、

船岡トレーニングセンターで開催しました。

　今年は、恒例のソフトバレーボール大会とスポ

ンジテニス大会、ヒップホップダンス教室に加え、

スポーツ吹矢体験教室を行いました。

　スポーツ吹矢は、

性別・年齢を問わず

誰にでも手軽にで

きるスポーツとし

て７月から毎月「ス

ポーツ吹矢教室」

を開催しています。

この日は、２、３

歳の幼児も参加し

ていましたが、コ

ツを覚えれば簡単に矢を飛ばしていました。

　また、ソフトバレーボール大会には、５チー

ムが参加し熱戦が繰り広げられたほか、今年

のヒップホップダンス教室は、だれもが知っ

ている昔の歌謡曲をアレンジし、おもしろい

振り付けを取り入れ、子どもも大人も笑顔で

楽しく踊っていました。

　八頭町スポーツ推進委員会では、毎年「各種

生涯スポーツ教室」と「八頭町スポーツの日」

を開催し、町民みなさんの健康づくりのきっ

かけにしていただきたいと考えています。

問い合わせ 　社会教育課　☎84-1232

幼児でもできるスポーツ吹矢



｢はたちの献血｣キャンペーン
～誰かじゃない 自分が動く はたちの献血～
　寒さが厳しくなる冬の季節、風邪などで体調

を崩される方が多く、献血者が減少する傾向に

あります。そこで新たに成人を迎える「はたち」

の若者を中心に、幅広い世代のみなさまに献血

へのご理解とご協力をお願いしています。特に

成分献血、400ｍＬ献血の継続的な推進を図る

ことを目的に、毎年１月～２月に「はたちの献

血」キャンペーンを実施しています。

　安全な血液製剤の安定的な確保は、医療に

とって必要不可欠です。みなさまの無償の献

血が尊い命を救います。ぜひとも献血にご協

力いただきますようお願いいたします。 

受付時間 全血献血　９：00 ～ 16：45
成分献血　９：00 ～ 16：00

※�定休日：木・土曜日・祝日（水・金・日曜

日は除く）

鳥取県赤十字血液センター（鳥取市江津370-1）

☎0857-24-8101� http://www.tottori.bc.jrc.or.jp/
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ゆるキャラグランプリ2017
215位も、やずぴょんが縄跳び選手権で快挙！

　三重県桑名市で開催され

た「ゆるキャラグランプリ

2017」に八頭町マスコット

キャラクターやずぴょんも

参加し八頭町をＰＲしました。今年は全国で

215位（1,158体中）となりました。皆様からの

投票をありがとうございました。会場内で同時開

催された「ゆるキャラ縄跳び選手権」にやずぴょ

んも出場し全国１位という快挙を果たしました！こ

れからも、やずぴょんの応援よろしくお願いします。

Information

文化財の保護を目的とした防火訓練の実施
　日本では、昭和24年１月26日に，現存する世

界最古の木造建造物である法隆寺（奈良県斑鳩

町）の金堂が炎上し、壁画が焼損したことに基

づいて文化財防火デーを制定しています。

　八頭町では、１月28日（日）に、重要文化財

である用呂の「矢部家住宅」で消防訓練を行い

ます。

　当日は訓練放送やサイレンを鳴らしますが、

ご了承ください。

問い合わせ 総務課防災室　�76-0203

「連携中枢都市圏ビジョン（案）」に
ついてご意見を募集します

　鳥取県鳥取市、岩美町、若桜町、智頭町、

八頭町、及び兵庫県新温泉町では、平成23年

度から国の定住自立圏構想を推進し、産業、

農業、環境、地域公共交通などの分野で広域

的な連携を進めています。この連携をより進

化させ、圏域の持続的発展を目指し、平成30

年４月に連携中枢都市圏の形成を予定してい

ます。

　この圏域の将来像などを明らかにし、具体

的な取り組みを明示する「連携中枢都市圏ビ

ジョン（案）」について、みなさんのご意見を

募集します。

資料公開場所 　役場本庁舎、船岡庁舎、
八東庁舎

公開期間 １月５日（金）～１月22日（月）

提出方法 様式は問いません。住所、氏名、
電話番号を明記のうえ、郵送、FAX、電子メール、
持参のいずれかで地方創生室まで。

提出期限 １月22日（月）必着

問い合わせ 　地方創生室

☎76-0213　FAX76-0217
E-mail：tihousousei@town.yazu.tottori.jp

町県民税（第４期分）
国民健康保険税（第8期分）
介護保険料（第8期分）
後期高齢者医療保険料（第7期分）の納付月です

１月は…

納期内の納付にご協力をお願いします
納付期限・口座引落日は、1月31日（水）です

　平成29年度から国民健康保険税・介護保険
料・後期高齢者医療保険料の納期は８期（従来
は４期）になりました。

口座振替はとても便利です
　町税の納付には口座振替がご利用いただけ

ます。納税は便利で確実な口座振替をご利用

ください。

　くわしくは、八頭町役場税務課、各住民課ま

たは八頭町内の金融機関におたずねください。

問い合わせ 税務課　☎76-0204

【口座振替を利用できる金融機関】
●　鳥取銀行　　　　●　中国労働金庫
●　山陰合同銀行　　●　鳥取いなば農業協同組合
●　鳥取信用金庫　　●　ゆうちょ銀行（郵便局）



男女共同参画啓発シリーズ　

　「ＬＧＢＴ」とは、レズビアン（女性同性愛者）、ゲイ（男
性同性愛者）、バイセクシュアル（両性愛者）、トランス
ジェンダー（体の性と心の性が一致せず違和感を持つ人）
を表す言葉です。
　かつて、同性愛は治療すべき精神疾患の一つと考えら
れていましたが、ＷＨＯ（世界保健機関）が「同性愛は
いかなる意味でも治療の対象とならない」と宣言し（1993
年）、日本では2015年にＬＧＢＴの児童・生徒への支援
や配慮（服装や髪形、更衣室など）を求める通知が文部
科学省から出されるなど、ＬＧＢＴの権利を守る取組が
始まっています。
　私達も、お互いの生き方や在り方を認め合い、一人ひと
りの権利を守る取組の一翼を担うことが期待されています。

　

ＬＧＢＴって何？
140

　平成30年３月４日（日）、い

よいよ若桜鉄道観光列車「昭

和」がデビューします。

１月４日（木）
10：00～受付開始

　参加を希望される方は下記にてお申し込みく

ださい。

参 加 費 9,980円

定　　員 各コースとも40名（先着順）

申し込み・問い合わせ
（一社）鳥取市観光コンベンション協会

☎0857-26-0756
若桜鉄道観光列車「昭和」公式ホームページ

http://www.wakasa-railway.com/showa/
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Information
若桜鉄道観光列車「昭和」

Ａプラン（若桜駅発）
　 8:00　鳥取駅発（バス）（若桜駅集合も可）
　 8:45　若桜駅での出発式参加
　 　「昭和」乗車
　 　郡家駅　着
　 　記念講演参加

（講師は「昭和」をデザインされ
た水戸岡鋭治さん）

　 　貸切バスにて大江ノ郷自然牧場へ
（昼食：大江ノ郷自然牧場の「昭和」
スペシャルランチ）

　 　やずミニＳＬ博物館見学
　 　鳥取砂丘見学
　15:00　鳥取駅にて解散

Ｂプラン（郡家駅発）
　10:00　鳥取駅　発（バス）
　10:30　郡家駅　着
　 　「昭和」乗車
　 　若桜駅　着

（若桜宿まち歩き）
　 　貸切バスにて大江ノ郷自然牧場へ

（昼食：大江ノ郷自然牧場の「昭和」
スペシャルランチ）

　 　やずミニＳＬ博物館見学
　 　鳥取砂丘見学
　16:30　鳥取駅にて解散
　17:00　鳥取砂丘コナン空港にて解散

3/4（日）観光列車「昭和」デビューツアー

３/４（日）デビューツアーの
� 申込受付を開始します！



　

平
成
29
年
秋
の
叙
勲
で
岡
森
裕
さ
ん

（
延
命
寺
）
が
「
瑞
宝
小
綬
章
」
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
森
さ
ん
は
、
鳥
取
県
職
員
と
し
て
36

年
余
り
の
永
き
に
わ
た
り
在
職
さ
れ
、
要

職
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
林
水
産
部

長
と
し
て
、
農
林
水
産
業
の
振
興
や
販
路

拡
大
、
地
産
地
消
の
推
進
等
に
尽
力
、
ま

た
、
鳥
取
県
大
阪
事
務
所
長
と
し
て
、
関

西
圏
と
鳥
取
県
を
つ
な
ぎ
、
企
業
誘
致
等

多
大
な
成
果
を
残
さ
れ
る
な
ど
、
県
政
、

地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

「
瑞
宝
小
綬
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
も
町
勢
の
発
展
の
た
め
、
ま
す

ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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76-0212 76-0217

Topic of town

　

田
中
壽
人
さ
ん
（
茂
田
）
は
、
平
成
17

年
か
ら
12
年
間
に
わ
た
り
、
八
頭
町
監
査

委
員
と
し
て
監
査
事
務
に
精
励
し
、
地
方

自
治
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
監

事
、
鳥
取
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
会
長

な
ど
数
々
の
役
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念
監
査
事
務

功
労
者
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
も
町
勢
の
発
展
の
た
め
、
ま
す

ま
す
の
御
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　

青
木
良
子
さ
ん
（
久
能
寺
）
は
、
統
計

調
査
員
と
し
て
労
働
力
調
査
に
従
事
さ

れ
、
調
査
に
つ
い
て
の
丁
寧
な
説
明
や
調

査
票
の
審
査
、
記
載
が
特
に
正
確
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

青
木
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
も
、
永
年
に
わ

た
り
国
勢
調
査
を
始
め
と
し
た
数
多
く
の

統
計
調
査
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
平
成

26
年
度
の
総
務
大
臣
表
彰
に
続
く
２
度
目

の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
今
後
ま
す
ま
す
の
御
活
躍
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

統
計
調
査
の
結
果
は
、
国
や
県
、
町
の

政
策
や
景
気
判
断
、
企
業
の
経
営
判
断
に

重
要
な
指
標
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
統
計
調
査
へ
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

叙
勲　

瑞
宝
小
綬
章

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
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「
Ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ｈ
ａ
ｄ
ａ
」
八
頭
町
音
楽
フ
ェ
ス

　

八
頭
町
で
は
、
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た

方
を
お
祝
い
す
る
長
寿
表
彰
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
11
月
11
日
に
岡
崎
富
藏
さ
ん

（
市
谷
）
が
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
、
町
長
よ

り
寿
詞
な
ど
の
贈
呈
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

　

八
頭
町
の
自
然
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
な
ど

を
発
信
す
る
Ｃ
Ｍ
を
作
成
す
る
た
め
、
人

気
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
八
頭
町
に
集
結
し
て

「
Ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ｈ
ａ
ｄ
ａ
」
音
楽
フ
ェ
ス
が
、

11
月
26
日
（
日
）、
安
部
駅
・
や
ず
ミ
ニ

Ｓ
Ｌ
博
物
館
・
隼
Lab.
の
３
会
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た

Topic of town

　

安
部
駅
で
は
ラ
ッ
パ
ー
の
「
環
Ｒ
Ｏ

Ｙ
」
が
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
博
物
館
で
は
「
チ
ェ

ル
ミ
コ
」
が
出
演
。
県
内
外
か
ら
駆
け

つ
け
た
多
数
の
来
場
者
は
、
リ
ズ
ム
に

合
わ
せ
一
緒
に
体
を
揺
ら
し
、
一
体
感

を
演
出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
で
隼
Lab.
に
移

動
。
観
客
も
さ
ら
に
増
え
、
ス
テ
ー
ジ

を
囲
ん
で
た
く
さ
ん
の
人
だ
か
り
が
で

き
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
登
場
し
た
の
は
歌
手
の
「
ｂ

ｉ
ｒ
ｄ
」
。
そ
の
歌
声
は
ギ
タ
ー
の
演
奏

と
と
も
に
、
し
っ
と
り
と
会
場
を
包
み

ま
し
た
。

　

最
後
は
、
ラ
ッ
パ
ー
の
「
鎮
座
Ｄ
Ｏ
Ｐ

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
」
と
安
部
駅
で
も
登
場
し

た
「
環
Ｒ
Ｏ
Ｙ
」
、
イ
ン
ド
の
太
鼓
タ
ブ

ラ
の
奏
者
「
Ｕ
―
ｚ
ｈ
ａ
ａ
ｎ
」
が
登

場
し
、
降
り
出
し
た
雨
に
も
関
わ
ら
ず
、

会
場
の
熱
気
は
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
。
そ
こ

で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ラ
ッ
プ
に
全
員
が

笑
顔
と
歓
声
で
応
え
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
動
画
は
、
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）
な
ど
で

発
信
し
、
八
頭
町
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
活
用

し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

鎮座DOPENESS、U-zhaan、環ＲＯＹ（隼Lab.）

bird（隼Lab.）環ＲＯＹ（安部駅）



創業63年の信頼と実績さんさんバス有料広告募集

　なお、車内広告は中型バス、車外広告は10人乗りバ
スとなります。

問い合わせ 企画課　☎76-0212

車両 サイズ 1日 １月

車内
B3判（横長） 100円 3,000円
A3判（横長） 80円 2,400円

B4判 50円 1,500円
車外 A3版（横長） ― 5,000円

広報やず有料広告募集
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Information
有　料　広　告

問い合わせ 企画課　☎76-0212

広告サイズ：１枠縦4.5cm×横8.0cm
広告掲載料

掲載期間
１～３か月
４～６か月
７～12か月

月額料金
5,000円
4,500円
4,000円
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Information
ひとのうごき 平成29年12月15日届出現在 （敬称略）

誕生日 名　前 ところ おとうさん・おかあさん

11月13日 小谷　真
ま

白
しろ

（南） 拓郎・抄子

11月13日 小谷　日
ひ な た

向 （南） 拓郎・抄子

11月13日 衣笠　心
こ

陽
はる

（上津黒） 潤・千恵

11月20日 榮田　葉
よ

生
う

（門尾） 康宏・めぐみ

12月 5日 西川　心
こ

遥
はる

（郡家西区）裕之・未来

お
め
で
た

日　付 名　前 ところ 年　齢

11 月 16日 伊吹　　寛 （郡家殿） 65歳

11 月 16日 細田トミ子 （大門） 95歳

11 月 24日 八田　義一 （郡家西区） 90歳

11 月 24日 内　シカ （上大坪） 87歳

11 月 25日 井口善太郎 （下門尾） 93歳

11 月 28日 井上　多藏 （郡家中区） 89歳

11 月 29日 小林　好泰 （新興寺） 95歳

11 月 30日 髙橋　哲治 （岩渕） 89歳

12 月 1日 川口　利子 （上万代寺） 72歳

12 月 2日 生駒　　浩 （下町） 84歳

12 月 3日 山田　　宿 （上日下部） 89歳

12 月 4日 安藤　豐正 （国中１） 82歳

12 月 4日 松本　壽子 （郡家西区） 86歳

12 月 12日 北村　　修 （市谷） 88歳

お
く
や
み

因幡霊場の休場日

今月の休場日は１月１日（月）、19日（金）です。

詳しくは、因幡霊場（☎ 0857-51-8320）へ

八頭町の
世帯数と人口
12月 1日現在

（　　）内は前月比

世帯数
総人口
男
女

6,070 世帯

17,413 人

8,401 人

9,012 人

（0）

（-11）

（-5）

（-6）

１月の窓口業務時間延長実施日
実 施 日 毎週金曜日

　　　　　（５日・12日・19日・26日）

実施時間 17：15～ 19：00

実施場所 八頭町役場本庁舎

＊�詳しくは、町民課（☎76-0211）または

税務課（☎76-0204）にお問い合わせください。

弁護士による「無料相談」

　さまざまな問題に弁護士が無料で法律相談

に応じます。（事前予約制・先着４名）

日　　時 ２月２日（金）13:30 ～ 16:30

会　　場 男女共同参画センター「かがやき」

問い合わせ 男女共同参画センター

「かがやき」　☎84-2361

行政書士会無料相談
　相続・遺言、成年後見、帰化・在留許可等

の手続きなど（行政書士対応）

日　　時 １月13日（土）10:00 ～ 15:00

会　　場 県立図書館２階　小研修室

問い合わせ 鳥取県行政書士会事務局

　　　　 　☎0857-24-2744

司法書士による「無料法律相談会」
　相続、不動産登記、会社・法人登記、成年

後見、多重債務など（要予約）

日　　時 １月23日（火）16:00 ～ 18:00

会　　場 鳥取県立図書館２階　小研修室

問い合わせ 鳥取県司法書士会

　　　　 　☎0857-24-7024

巡回行政相談

総合相談（人権・行政・心配ごと）
　人権擁護委員、行政相談委員などが無料で相

談を受けます。お気軽にご相談ください。また、

電話での相談を希望される方は、人権推進課へご

連絡ください。相談会場にお繋ぎします。

日　　時 １月10日（水）13:30～16:00

会　　場 中央公民館、船岡・丹比地区公民館

問い合わせ 人権推進課　☎84-1228

　国などの行政に関する相談はありませんか？

行政相談委員が無料で相談をお受けします。

日　　時 １月27日（土）13:30 ～ 15:30

会　　場 八東地区公民館

問い合わせ 地方創生室　☎76-0213
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平成30年３月４日に運行開始する若桜鉄道観光列車「昭和」に一足早く
ご乗車いただける試乗会を開催しますので、参加ご希望の方は募集要項に
したがってご応募ください。
また、車両内覧会も同時開催します。皆さまのご来場お待ちしております。

日　時：平成30年３月１日（木）11：30 ～ 16：00
場　所：若桜駅
見学料：無料
定　員：なし（どなたでも見学いただけます）
＊途中、車両入換作業により見学いただけない時間帯があります。
＊�時間内はいつでも自由に見学することができます。ただし、見学者多数の場合は、
入場制限を行う場合があります。
＊小学生以下のお子様は、必ず保護者の方の付き添いをお願いします。
＊駐車場のご用意はありませんので、公共交通機関をご利用ください。

観光列車「昭和」内覧会のお知らせ

観光列車「昭和」試乗会　募集要項

往信おもて 返信うら

往信うら返信おもて

応募方法　郵便往復はがきの各面に必要事項を明記のうえ、
　　　　　下記の応募先まで郵送してください。
応 募 先　〒680-0493（住所不要）
　　　　　八頭町役場企画課　観光列車「昭和」試乗会係　宛
応募締切　１月31日(水)消印有効
結果通知　応募者多数の場合は抽選のうえ当選・落選の結果を
　　　　　２月中旬頃に発送します。
参加特典　�水戸岡鋭治さんデザイン　観光列車「昭和」オリジナル

グッズを贈呈
＊郵便往復はがき以外でのご応募は受付できませんので、ご注意ください。
＊１回の応募につき２名様（代表者の方を含む）まで応募できます。
＊�小学生以上のお子様からご応募いただけます。ただし、保護者の方の同伴
が必要です。
＊座席の指定はできませんので、あらかじめご了承ください。
＊�ご応募の際にいただいた個人情報は、本試乗会に関する連絡以外の目的で
使用いたしません。

若桜鉄道観光列車「昭和」

試乗会参加者募集

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

観光列車「昭和」試乗会  募集要項 

応募方法 郵便往復はがきの各面に必要事項を明記のうえ、 
下記の応募先まで郵送してください。 

応 募 先 〒680-0493（住所不要） 
八頭町役場企画課 観光列車「昭和」試乗会係 宛 

応募締切 1月 31日(水)消印有効 
結果通知 応募者多数の場合は抽選のうえ当選・落選の結果を 

2月中旬頃に発送します。 
参加特典 水戸岡鋭治さんデザイン 観光列車「昭和」オリジナ 

ルグッズを贈呈 
＊郵便往復はがき以外でのご応募は受付できませんので、ご注意ください。 
＊１回の応募につき２名様（代表者の方を含む）まで応募できます。 
＊小学生以上のお子様からご応募いただけます。ただし、保護者の方の同伴 
が必要です。 

＊座席の指定はできませんので、あらかじめご了承ください。 
＊ご応募の際にいただいた個人情報は、本試乗会に関する連絡以外の目的で 
使用いたしません。 

日　　時  

　  　  コース① 若桜駅 9：30発 → 郡家駅 10：00着（若桜駅改札前 9：15集合） 

コース② 郡家駅 10：45発 → 若桜駅 11：15着（郡家駅改札前 10：30集合） 

募集人員  各コース60 名 ※各コースとも応募者多数の場合は抽選とさせていただきます。 

参 加 費  無料 

 

●問い合わせ  八頭町役場 企 画 課  ☎（０８５８）７６－０２１２（土日祝を除く ８：３０～１７：１５） 

平成30年3月1日（木）

●問い合わせ　　八頭町役場　企 画 課　☎（0858）76 － 0212（土日祝を除く　８：30 ～ 17：15）

!!


